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担
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人口  28,305人（-36）  男  13,685人（-17）  女  14,620人（-19）  世帯数  13,057世帯（+1）2026.9.1現在 （　）内は前月比

広
報

誌
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
■

や
ま

な
し

森
の

印
刷

紙
こ

の
印

刷
紙

に
は

、
山

梨
県

有
林

か
ら

の
木

材
が

使
用

さ
れ

て
い

ま
す

。

人口と世帯

昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告

観光商工課 ワイン・商工振興担当　☎0553-32-5091

甲州市物価高騰対策地域商品券の
ご利用はお済みですか

地域商品券の利用期限は、10月31日（土）までです。
利用期限を過ぎた地域商品券はご利用いただけません。
期限までにご利用ください。

まだ地域商品券を受け取っていない方へ
簡易書留郵便で受け取りができなかった地域商品券は、観光商工
課の窓口でお渡しとなります。身分証明書をお持ちいただき、窓
口までお越しください。（平日午前8時30分～午後5時15分）
※世帯員以外の地域商品券を受け取る場合は、委任状が必要です。

　平素より甲州市勝沼ぶどうの丘をご愛顧いただき、誠にあり
がとうございます。
　この度、当館の温泉施設「天空の湯」は老朽化対策および魅力
向上にむけた改修工事を実施します。それに伴い、下記期間中
は休館とさせていただきます。
休館期間	 10月13日（火）~令和9年3月末
休館施設	 ぶどうの丘日帰り温泉「天空の湯」
	 および食事処「温泉ラウンジ」
工事概要	 浴室等改修、サウナ改修、足湯新設
　なお、売店およびレストラン等は通常どおり営業します。ご
不便をおかけしますが、ご理解をお願いします。
　令和９年春には、新たな魅力あふれる温泉施設として皆さまを
お迎えする予定です。今後とも変わらぬご愛顧をお願いします。

勝沼ぶどうの丘日帰り温泉「天空の湯」
改修工事に伴う休館のお知らせ

　11月3日は山梨ヌーボーの解禁日です。
　新酒ワインの有料試飲と即売を行う「かつぬま新酒まつり」
を開催します。
　フード屋台の出店などもあります。日本ワインを代表する
銘醸地で、新酒ワインをお楽しみください。
開催日時	 11月3日（火･祝）午前10時～午後4時
開催場所	 勝沼ぶどうの丘噴水広場
料　   金	 3,000円（勝沼グラス+持帰り用バック+試飲チケット10枚）

かつぬま新酒まつり

有
料
広
告

勝沼ぶどうの丘からのお知らせ
世界農業遺産 写真展

甲州市出身 農業カメラマン 網野文絵
10月1日（木）~令和9年2月28日（日）

甲州市民文化会館 1階 歴史民俗資料室 （塩山上塩後240）
午前9時~午後5時　休館日 月曜/祝日

入場無料　無料駐車場 約240台

生涯学習課 公民館担当　☎0553-32-1411

農業カメラマン 網野文絵氏による実践型ワークショップ
SNS映えも目指せる!!スマホでかんたん撮影講座
風景・食べ物・子どもなどを撮影するコツを学び、撮影を行います！
絵本販売・サイン会あり

日　時  令和9年1月24日（日）午後1時30分〜3時30分
会 場  甲州市民文化会館 3階 第2研修室

参加料  無料 お子様連れ大歓迎！
お申込み・お問い合わせ

生涯学習課 公民館担当　☎0553-32-1411
市民先行申込 12月15日（火）〜20日（日）午前9時~午後5時
一般申込 12月22日（火）以降 午前9時〜午後5時 
※月曜日、祝日は休館日

先着30名様 定員になり次第受付を終了させていただきます。

農業カメラマン 網野文絵
甲州市塩山出身
小さな頃から野菜が苦手だったことから現在は農業を
アートな視点で撮ることを軸に野菜の新しい見方を発信。
撮影・講演・執筆・写真展など幅広く活躍。
⃝ 出版

『やさいのはな なんのはな？』(岩崎書店)
令和5年度こども家庭庁こども家庭審議会特別推薦児童
福祉文化財 他
⃝ NHKカルチャー 写真講師

網野文絵
ウェブサイト



本会議初日、市政の概要を述べる鈴木市長

甲州市議会99月定例会

市政のの概要
要約・抜粋要約・抜粋

令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算

健
全
財
政
を
維
持

　
令
和
7
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
中
心
と
し
た
物
価
高

騰
が
依
然
と
し
て
市
民
の
日
常
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
省
エ

ネ
エ
ア
コ
ン
普
及
促
進
事
業
」、「
物
価
高
対

応
子
育
て
応
援
手
当
給
付
事
業
」な
ど
、市
民

生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
の
各
種
支
援

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
、「
小
学
校
特
別
教
室
空
調
設
備
設
置

事
業
」、「
環
境
セ
ン
タ
ー
跡
地
広
場
整
備
事

業
」、「
ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
改
修
事
業
」を
推

進
す
る
と
と
も
に
、激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災

害
へ
の
対
応
と
し
て「
災
害
用
ト
イ
レ
カ
ー

購
入
事
業
」を
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

て「
公
共
施
設
等
L
E
D
化
事
業
」を
展
開

す
る
な
ど
、
重
要
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
地
方
債
現
在
高
は
、
令
和
７
年
度
末
か

ら
11
億
円
余
り
減
少
し
約
1
5
3
億
7
︐

3
0
0
万
円
、基
金
現
在
高
は
、財
政
調
整
基

金
へ
の
予
算
積
立
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
が
好
調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
17
億
9
︐8
0
0
万
円
余
り
増
加
の
約

97
億
6
︐2
0
0
万
円
と
す
る
な
ど
、健
全
財

政
の
維
持
に
も
意
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
、
統
一
的

な
4
つ
の
財
政
指
標
で
明
ら
か
に
し
た「
財

政
健
全
化
判
断
比
率
」に
つ
き
ま
し
て
は
、す

べ
て
の
会
計
で
黒
字
で
あ
り
、
資
金
不
足
は

生
じ
な
か
っ
た
た
め
、「
実
質
赤
字
比
率
」、

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」は
算
出
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、「
実
質
公
債
費
比
率
」は
、

0
・
9
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
12
・
6
％
と
な
り
、

さ
ら
に「
将
来
負
担
比
率
」は
、11
・
8
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
15
・
1
％
と
改
善
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
止

ま
ら
ぬ
物
価
上
昇
等
、
急
速
な
社
会
変
化
に

も
的
確
に
対
応
し
、
地
方
税
の
確
保
は
も
と

よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
強
化
を
柱
と

し
た
新
た
な
財
源
確
保
な
ど
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
な
か
で
、引
き
続
き
、持
続
可
能

な
健
全
財
政
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
へ

安
全
･
安
心
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱

　
防
災
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な「
防
犯

対
策
」を
強
化
す
る
た
め
、
７
月
、
市
内
在
住

で
山
梨
県
警
察
O
B
の
方
を「
甲
州
市
安

全
・
安
心
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に
委
嘱
い
た
し
ま

し
た
。
防
犯
知
識
の
習
得
や
安
全
な
環
境
づ

く
り
、犯
罪
被
害
者
支
援
な
ど
市
民
の
安
全
・

安
心
に
繋
が
る
様
々
な
場
面
で
、
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
持
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　令和8年甲州市議会9月定例会は、8月27日に開会されました。　令和8年甲州市議会9月定例会は、8月27日に開会されました。
　本会議の初日に行われた鈴木市長の市政の概要説明（要約・抜粋）　本会議の初日に行われた鈴木市長の市政の概要説明（要約・抜粋）
を紹介します。を紹介します。

ボーヌ市とは姉妹都市締結から50年の節目を迎えるクビアカツヤカミキリの防除対策が進められている

物
価
高
騰
へ
の
支
援
策
を
強
化

保
育
所
等
の
主
食
費
･
副
食
費
の

補
助
創
設

　
長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
厳
し

い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
医
療
機
関
、
介

護
・
子
育
て
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
、

経
済
的
な
負
担
軽
減
と
安
定
的
運
営
を
図
る

た
め
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
支
援
金
を
支
給
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
様
の

影
響
を
受
け
る
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負

担
軽
減
と
、
保
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
化

を
図
る
た
め
、
保
育
所
等
の
主
食
費
お
よ
び

副
食
費
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
補
正
予
算
案
を
本

定
例
会
に
上
程
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
図
る

電
子
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
進
め
る

　
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
て
い
く
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
な
ど
を
目
的
に
、
市

と
、
介
護
事
業
所
、
医
療
機
関
、
被
保
険
者
等

が
、
個
々
の
介
護
情
報
を
電
子
的
に
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
関
係
シ
ス
テ
ム
改

修
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
介
護
事
業
所
や
医
療
機
関
等
に
お
け
る

事
務
の
負
担
軽
減
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

介
護
保
険
事
業
の
運
営
等
が
図
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

市
民
の
口
腔
内
の
健
康
を
支
え
る

総
合
健
診
に
お
い
て
無
料
検
査
を
実
施

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
健
康
的
な
生
活
を
送
る

上
で
は
、
口
腔
内
の
健
康
を
保
持
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、「
い
い
歯
の
日
」に
合
わ
せ
て
11
月
7
日

と
8
日
の
2
日
間
限
定
で
、
甲
州
市
歯
科
医

師
会
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
総
合
健
診
に

お
い
て
口
腔
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
行
い

ま
す
。
希
望
者
は
無
料
で
検
査
が
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、引
き

続
き
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
保
健
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
対
策

果
樹
を
守
る
た
め
薬
剤
散
布
等
進
め
る

　
７
月
、
市
内
の
果
樹
園
に
て
成
虫
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
緊
急
の
防
除
対
策
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
農
地
に
つ
い
て
は
県
、

J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨
と
連
携
し
、
市
内
全
域

を
対
象
に
モ
モ
、ス
モ
モ
等
栽
培
者
に
対
し
、

８
月
20
日
を
期
限
と
し
て
薬
剤
散
布
の
実
施

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
農
地
以
外
の
民
有
地
等
に
つ
い
て
も

市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
、
９
月
末
の
完
了

を
目
指
し
、
サ
ク
ラ
な
ど
を
中
心
に
約
3
︐

9
0
0
本
に
薬
剤
散
布
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
状
況
に
応
じ
て
迅
速
に
対
応
し
、
被

害
拡
大
防
止
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
事
業
展
開
へ

地
域
公
社
設
立
の
準
備
進
む

　
こ
れ
ま
で
設
立
準
備
を
進
め
て
き
た
地
域

公
社
に
つ
い
て
は
、
現
在
設
立
登
記
の
手
続

き
を
行
っ
て
お
り
、
遅
く
と
も
10
月
中
に
は

完
了
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
な
ど
を
足
掛
か
り
に

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ボ
ー
ヌ
市
と
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年

さ
ら
な
る
友
好
親
善
を
推
進

　
７
月
に
は
、
友
好
親
善
都
市
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
エ
イ
ム
ズ
市
か
ら
の
中
学
生
訪

問
団
を
受
け
入
れ
、
市
民
と
の
交
流
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
９
月
16
日
か
ら
は
市
内

中
学
生
20
名
が
、
6
泊
8
日
で
エ
イ
ム
ズ
市

を
訪
問
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
5
日
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
他
国
の
文
化
や
習

慣
を
経
験
す
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
充

実
し
た
滞
在
と
な
る
よ
う
、
生
徒
の
サ
ポ
ー

ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
私
も
、
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
11
月
に
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

ボ
ー
ヌ
市
を
訪
問
い
た
し
ま
す
。
ボ
ー
ヌ
市

か
ら
は
毎
年
、ワ
イ
ン
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
へ
の
招

待
状
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
訪
問
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
節
目
の

年
で
す
の
で
、
さ
ら
な
る
友
好
親
善
を
図
る

た
め
、
記
念
調
印
式
等
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

3 2令和 8 年 1 0 月広 報 こうしゅう



的
・
文
化
的
価
値
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、交

流
人
口
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
活
用

観
光
客
の
周
遊
と
滞
在
時
間
の
延
伸
へ

　
本
年
度
で
2
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
デ

ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
８
月
3
日
か
ら

11
月
30
日
ま
で
の
期
間
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ス
タ
ン
プ
ス
ポ
ッ
ト
を
昨
年
の
15
ヵ
所

か
ら
20
ヵ
所
に
増
設
し
、
観
光
客
の
市
内
滞

在
時
間
の
延
伸
を
図
る
と
と
も
に
、
立
ち
寄

る
場
所
の
傾
向
な
ど
を
統
計
的
に
分
析
で
き

る
デ
ー
タ
収
集
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
11
月
に
は
、
山
梨
英
和
大
学
と
の
連

携
事
業
と
し
て「
甲
州
市
お
も
て
な
し
講
座
」

を
開
講
し
、
こ
れ
を
本
市
観
光
P
R
に
携
わ

る
人
材
の
発
掘
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

甲
州
市
を
彩
る
秋
の
イ
ベ
ン
ト

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
へ
準
備
進
む

　「
第
73
回
か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
り
」を
10

月
3
日
に
、「
第
21
回
お
よ
っ
ち
ょ
い
祭
り
」

を
10
月
18
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
現

在
実
行
委
員
会
で
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
関
連
団
体
と
の
共
催
で
、
８
月
30
日

に
開
催
さ
れ
る
峡
東
地
域
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
巡
る「
や
ま
な
し
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ド
」に
つ

き
ま
し
て
は
本
年
、
第
10
回
の
節
目
を
迎
え

ま
す
が
、
3
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者
を
お

迎
え
し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

市
産
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
へ

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
販
路
拡
大
図
る

　
８
月
7
日
に
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン

認
証
制
度
に
よ
る
審
査
会
を
実
施
し
、
10
点

の
ワ
イ
ン
を
認
証
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
や
醸
造
家
、
さ
ら
に
原
料
ブ
ド
ウ
栽
培

地
等
の
情
報
を
付
与
し
て
販
売
さ
れ
る
た

め
、
消
費
者
に
よ
り
詳
細
な
商
品
情
報
を
提

供
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

販
路
の
拡
大
等
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
地
域
商
品
券

く
ら
し
を
支
え
地
域
経
済
を
活
性
化

　
８
月
19
日
時
点
で
全
体
の
約
74
・
3
%
に

あ
た
る
3
億
1
︐7
0
0
万
円
余
り
の
利
用

が
あ
り
、物
価
高
騰
対
策
だ
け
で
な
く
、地
域

経
済
の
活
性
化
や
地
域
内
消
費
促
進
に
繋
が

る
こ
と
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
10
月
末

ま
で
の
利
用
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
有
効
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
の
さ
ら
な
る
発
展
へ

将
来
を
見
据
え
た
経
営
戦
略
を
策
定

　
本
市
に
お
け
る
観
光
振
興
お
よ
び
ワ
イ

ン
振
興
の
拠
点
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
今
後

10
ヵ
年
の
経
営
方
針
等
を
定
め
る
経
営
戦
略

の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
こ
こ
ま
で
の
事
業
収
益
に
つ
い
て
は
、

前
年
の
同
時
期
を
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て

お
り
、
今
後
、
新
酒
ワ
イ
ン
の
発
売
な
ど
、
当

施
設
が
一
層
活
気
づ
く
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

が
到
来
い
た
し
ま
す
の
で
、
更
な
る
収
益
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
産
果
実
の
販
路
拡
大
へ

大
阪
、台
湾
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

　
7
月
に
大
阪
市
場
、
ま
た
8
月
23
日
か
ら

25
日
に
は
台
湾
に
お
い
て
、
J
A
フ
ル
ー
ツ

山
梨
と
連
携
し
、
本
市
農
産
物
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
市
産
果

実
を
大
い
に
P
R
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

品
質
に
つ
い
て
は
他
の
産
地
と
比
較
し
て
も

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
後
の
処
理
負
担
の
軽
減
を

新
た
な
処
理
施
設
の
実
証
実
験
を
開
始

　
有
害
鳥
獣
駆
除
に
か
か
る
、
県
内
初
の
試

み
と
な
る
大
型
の
排
水
管
を
活
用
し
た
効
率

的
な
残
さ
処
理
施
設
の
実
証
実
験
を
開
始
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
鳥
獣
捕
獲
後
の
処

理
の
迅
速
化
と
、猟
友
会
会
員
等
、駆
除
従
事

者
の
作
業
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
、
持
続
可
能

な
有
害
鳥
獣
対
策
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
の
魅
力
を
発
信

都
内
で
普
及
･
啓
発
の
P
R
を
実
施

　
そ
の
価
値
と
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た

め
、
東
京
都
内
で
の
P
R
活
動
を
９
月
14

日
か
ら
3
日
間
、
中
野
区
役
所
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
峡
東
地
域
の
農
業
が
有
す
る
歴
史

育
委
員
会
か
ら
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
内
容
を
受
け
、
私
と
し
て
は
児
童
と
保

護
者
の
意
向
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
合
意
形
成
も
進
め

る
よ
う
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
守
る

部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
進
む

　
少
子
化
に
よ
る
生
徒
の
減
少
に
よ
り
、
運

動
部
で
は
単
独
校
で
の
チ
ー
ム
編
成
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
競
技
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
認

定
地
域
ク
ラ
ブ
化
に
よ
り「
チ
ー
ム
甲
州
市
」

と
し
て
活
動
を
開
始
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
生
徒
が
万
全
の
体
制
で
活
動
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

郷
土
の
偉
人
の
功
績
を
広
く
発
信

歴
史
と
文
化
の
知
識
を
深
め
る
催
し
を

実
施

　
本
年
度
は
、
雨
宮
敬
次
郎
生
誕
1
8
0
年
、

ま
た
武
田
勝
頼
公
生
誕
4
8
0
年
に
当
た
る

節
目
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、偉
人
の
顕
彰
と

地
域
の
歴
史
・
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
5
日
か
ら
は
甲
州
市
民
文
化
会
館
に

て
雨
宮
敬
次
郎
の
功
績
を
辿
る
企
画
展
を
、

ま
た
26
日
に
は
記
念
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
11
月
に
は
、
景
徳
院
の
歴
史
と
勝
頼

公
の
生
涯
に
迫
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
、歴
史
学

者
の
平
山
優
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、

郷
土
の
偉
人
が
残
し
た
偉
業
、
歴
史
的
価
値

な
ど
を
広
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る
水
道
環
境
を
整
備

配
水
管
整
備
と
順
次
供
用
を
推
進

　
上
下
小
田
原
地
区
の
水
道
未
普
及
対
策
に

か
か
る
整
備
事
業
は
本
年
度
、
国
道
4
1
1

号
お
よ
び
上
条
集
落
ま
で
の
配
水
管
布
設
工

事
を
実
施
し
て
お
り
、
当
箇
所
に
つ
い
て
は

令
和
９
年
2
月
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
整
備
が
完
了
し
た
箇
所
か
ら
順

次
供
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

快
適
な
医
療
環
境
を
整
備

勝
沼
病
院 

空
調
設
備
の
工
事
を
実
施

　
院
内
の
快
適
な
受
診
･
治
療
環
境
を
維
持

す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
空
調
設
備
の
改
修

工
事
を
９
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。
工

事
期
間
中
も
入
院
･
外
来
診
療
は
継
続
い
た

し
ま
す
の
で
、患
者
の
安
全
に
は
細
心
の
注
意

を
払
い
、工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
改
定

　
現
行
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
平
成
20
年
度

に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、計
画
の
目
標
で
あ
る

20
年
を
経
過
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
年
度
、

来
年
度
で
改
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
社
会
構

造
の
変
化
が
進
む
中
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
経
営
の
効
率
化・安
定
化
を
促
進

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

　
菱
山
地
区
に
つ
い
て
は
、
9
月
末
ま
で
に

関
係
地
権
者
と
の
契
約
を
完
了
し
、
秋
頃
に

は
工
事
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
本
年
度
よ
り
事
業
着
手
し
て
お
り
ま

す
玉
宮
北
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
現
地

測
量
を
実
施
し
て
お
り
、
圃
場
の
区
画
整
理
、

農
道
整
備
の
準
備
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ

り
ま
す
。
今
後
も
農
業
経
営
の
効
率
化
、
安

定
化
を
図
る
た
め
、
県
と
協
働
し
て
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
の
再
編

児
童
･
保
護
者
の
声
を
踏
ま
え

検
討
進
め
る

　
市
内
小
学
生
お
よ
び
小
学
生
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
実
施
し
た
学
校
再
編
に
関
す
る
調
査

結
果
に
つ
い
て
、総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
教 甲州市の秋を彩る「かつぬまぶどうまつり」NFCタグ等のデジタル技術を活用し ワインの販路拡大とブランド保護を図る

空調設備の改修工事が予定されている勝沼病院
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N
E
W
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関
係
人
口
っ
て
な
ぁ
に
？ 

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
っ
て
な
ぁ
に
？

関
係
人
口・ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

令
和
９
年
か
ら
開
始
予
定
‼

「関係人口」という言葉をご存じですか?
農作業やお店の人手･担い手不足に悩んでいる…
地域の行事を後世に残したい…
○○の魅力をもっと伝えたい…
こんなことを思ったことありませんか？
地域課題を一緒に解決していきましょう！！
このセミナーでは、人口減少や担い手不足が全国的な課題となる中、地域の未来を支え
る新たな存在として注目されている「関係人口･ふるさと住民登録制度」について一緒
に考え、地域課題を解決する手段を作っていくことを目的としています。

農業やワイン、観光、地域イベントなどを通じて、市外の方々との新たなつながりづく
りを進めています。これからは「住む人」だけではなく、「地域に関わる人」を増やすこ
とが、持続可能な地域づくりにつながると考えています。

この「関係人口・ふるさと住民登録制度セミナー」では、
 「関係人口」とは何か
 全国の先進事例
 ふるさと住民登録制度の概要
 甲州市で期待される取り組み

等について、わかりやすくご紹介いただきます。

セミナー後は「研究会」を立ち上げます！
セミナーをきっかけとして、市民・事業者・各種団体・行政が一緒になって、甲州市らし
い関係人口づくりやふるさと住民登録制度の活用を考える**「（仮称）甲州市ふるさと
住民研究会」**を立ち上げる予定です。

研究会では、制度の研究だけでなく、
 甲州市の関係人口とは
 市外の人と継続的につながる仕組みづくり
 地域資源を生かした新たな取り組み
 市民が主体となるプロジェクトの創出

などを参加者の皆さんと一緒に考え、実践につなげていきたいと考えています。（月一
回開催予定）
地域の未来を一緒に考えたい方、地域づくりに関心のある方、新しいことに挑戦したい
方など、多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

 政策秘書課 地方創生担当　☎0553-32-5037　 seisaku@city.koshu.lg.jp

　豊かな自然に囲まれ、美味しいフルーツやワイン、温かい地域の人々に恵まれた甲州市。近年、移住を検討される
方が増えています。また、そういった方から「実際に移住をされた方の話を聞きたい」との声が多く寄せられています。
　そこで、市では移住を検討している方の疑問に答え、甲州市でのリアルな暮らしの魅力を伝え、相談に乗ってくださ
る「移住サポーター（先輩移住者）」を募集します！
　「移住して良かったこと」「最初はここが大変だった」「お気に入りのスポット」など、あなたの体験談を、未来の市民
へ届けてみませんか？
主な活動内容
・移住希望者からの相談への対応（オンラインや対面での面談、メール等）
・市が開催する移住フェアや相談会への同席・体験談の発表
・移住検討者への地域案内（お気に入りの場所の紹介など）
※ご自身の都合や得意な範囲での活動で構いません。無理のない範囲でご協力をお願いします。
※ご対応いただく際は、基本的に市職員も同席させていただきます。（謝礼等はございません）

対象となる方
・市外から甲州市に移住（Uターン・Iターン・Jターン）して概ね10年以内の方
・甲州市での暮らしを楽しんでおり、移住促進に協力的な方
お申し込み方法
下記のメールアドレス宛てに、必要事項をご記入の上ご連絡ください。折り返し、詳しいご案内をお送りします。
・件名（タイトル）： 移住サポーター希望
・本文必要事項： ①氏名、②住所、③電話番号、④移住してからの年数、⑤趣味や特技、移住希望者に伝えたいこと等

あなたの甲州らいふを次の方へ！「移住サポーター」を募集します！

 政策秘書課 地方創生担当　☎0553-32-5037　 iju@city.koshu.yamanashi.jp

　「ふるさと住民登録制度」は、普段暮らして
いる場所とは別の地域に愛着を持ち、継続的
に関わる人を「ふるさと住民」として登録す
る新しい制度です。 観光や帰省、ワーケー
ション、二地域居住、地域活動への参加など、
地域との関わり方はさまざま。住む場所を
変えなくても、好きな地域やゆかりのある地
域とつながり、その地域の情報を受け取った
り、地域の担い手として活動に参加したりす
ることができます。
　制度の詳しい内容は下記の二次元コード
から総務省「ふるさと住民登録制度ナビ」を
ご覧ください。 
　また、紙での資料をご希望の方には、市役
所窓口で制度を紹介するリーフレットを配
布しています。お気軽にお立ち寄りくださ
い。

「ふるさと住民登録制度」が
始まります！ 

開催日時	 10月14日（水）午後3時～4時
会 　 場	 市役所本庁舎	2階	第一会議室
参 加 費	 無　料
講 　 師	 山本	賢治	氏
	 一般社団法人ユースキャリア教育機構	甲州市地域活性化起業人

申 　 込	 右の二次元コードから申込フォームへ
	 アクセスし、お申し込みください。

総務省ホームページ
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公共施設を無料開放します
市制施行21周年記念

　市民の皆さまが対象です。18歳以上の方は、マイナンバーカー
ドや運転免許証など、本人確認ができる証明書をお持ちください。

 政策秘書課　☎0553-32-2111（代表）

11.1（日）施行日

勝沼地区
自動運転タクシー実証走行の
ご案内
　勝沼地域で、自動運転タクシーの実証走行（ドライバーあり）を実施します。 
　市民の皆さまにもご利用いただきながら、自動運転サービスの実用化に向けた検証を行います。ぜひご体験い
ただき、ご意見をお寄せください。

*自動運転レベル2：アクセル・ブレーキ操作とハンドル操作の両方をシステムが行い、必要に応じて人が運転操作を行う方式

10/17土～12/25金
午前9時30分～午後5時

運行日時 運行ルート

運　 賃
無料

〈 予約方法 〉
・山梨県ホームページに公開するリンクより予約サ
イトにアクセスし予約してください。

オンデマンド運行(予約制）
※自動運転レベル2*ドライバーあり

運行方式

〈 利用方法 〉
・事前予約制です。予約時に運行ルート記載の①～
㉑の乗降スポットから乗車場所・降車場所、乗車時
刻を指定いただきます。

・乗車時は予約時間の5分前までに乗降スポットへ
お越しください。

・予約は乗車予定日前日午後5時まで、キャンセルは
乗車予定の30分前まで可能です。

※車両はイメージです　実際の車両とは異なる場合があります。

ベース車両：KIA PV5
自動運転システムメーカー：Autonomous A2Z

実証車両■山梨県ホームページ
https://www.pref.yamanashi.jp/chiiki-jks/jidouunten/
jidouuntentaxi.html

〈 留意事項 〉
・天候等の事由により、運行を中止する場合があり
ます。その際は予約サイトにて案内します。

予約受付開始予定

10月9日(金)

 山梨県 地域デザイン・新交通基盤推進局 地域・次世代交通推進グループ 　☎055-223-1659
 都市整備課  都市計画担当　 ☎0553-32-5072

T h e  S o c i a l  S e c u r i t y  a n d  T a x  N u m b e r  S y s t e m

1 夜間・休日窓口のご案内夜間・休日窓口のご案内 予約制  〈平日・日中の来庁が難しい方向け〉

日　時 　毎週水曜日（午後7時まで）および10月11日（日）午後1時～5時
場　所 　市役所本庁舎 1階 市民課

手続きの内容 　マイナンバーカードの申請、交付、更新、暗証番号の再設定
予約方法 　希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎0553-32-5061

　市職員が訪問し、顔写真の撮影と申請を無料でサポートします。また、申請時に本人確認等の必要な条件
を満たせば、出来上がったカードを本人限定受取郵便でご自宅へ郵送します。

対象者  1  75歳以上で外出が困難な方　 2  乳幼児（0～6歳までの未就学児）  
 3  障害者手帳等をお持ちの方 　 4  介護保険の要介護・要支援認定を受けている方　等
訪問日時  1  月～金曜日(祝日を除く)午前9時30分～午後4時30分　 2  休日開庁日（10月11日）午後1時～4時

2 『マイナンバーカード出張申請サポート』について『マイナンバーカード出張申請サポート』について 予約制

　病気や身体の障害等のやむを得ない理由により本人の来庁が難しい場合は、できたカードを行政書士が代
理で受領し本人にお渡しするサービスも行っています。代理受領には条件がありますので、個別に相談対応
させていただきます。
実施期間 　令和9年2月26日（金）まで

行政書士による申請サポート・代理受領について行政書士による申請サポート・代理受領について

注意事項
●甲州市民で申請日から約2ヵ月以内に転出予定がない方が対象です。
●希望日の1週間前までに電話で予約をお願いします。 ●当日は申請者本人が訪問場所にいてください。
●身体を動かすことが困難な方は、介助者等の同席をお願いします。　●公用車の駐車スペースの準備をお願いします。
※持ち物等、詳細はお問い合わせください。

マイナンバーカード作成の申請をされた方に、先着でお花をプレゼントします。
※予約無しでも手続きできますが、あらかじめご予約いただくとスムーズです。

日　時 　10月18日（日）午前9時30分～午後3時30分
場　所 　市役所本庁舎 1階 市民課

申請に必要なもの 　本人確認書類2点（運転免許証、資格確認書、年金手帳等）

3 『第21回甲州市およっちょい祭り』で申請窓口を開設します『第21回甲州市およっちょい祭り』で申請窓口を開設します

マイナンバーカードに
関するお知らせ

対象施設

①温泉施設
　勝沼健康福祉センター
　やまと天目山温泉
②文化施設
　重要文化財旧高野家住宅 甘草屋敷
　近代産業遺産 宮光園
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小児初期救急医療センター（甲府市幸町14-6 ☎055-226-3399）
●電話連絡後、受診しましょう。　　●薬は救急のため原則1日分のみの処方です。
●翌日以降、必ずかかりつけ医の診療を受けましょう。
頭部打撲、ケガ、骨折、やけどなどの外科的疾患の受診
山梨県救急医療情報センター（☎055-224-4199）、東山梨消防本部（☎0553-32-0119）で医療機関をご確認く
ださい。

受　診

子どもの夜間・休日、救急外来の受診の仕方

相　談
夜間休日に受診を迷う時は、まず＃8000（小児救急電話相談）に相談してみましょう。

＃8000で伝えたい内容（例）
●子どもの年齢　　●どんな症状か　　●いつから具合が悪いか　　●発熱･嘔吐･下痢などの有無
●水分や食事がとれているか、おしっこが出ているか　　●顔色や呼吸の様子　　●ぐったりしていないか

 健康増進課 健康づくり担当　☎0553-33-7812

 健康増進課 健康づくり担当　☎0553-33-7812

夜間や休日に子どもが体調不良になった時の対処方法について夜間や休日に子どもが体調不良になった時の対処方法について

　1歳６ヵ月児健診のアンケート結果をみると、約6割のお子さんが、夜間や休日に受
診したことがあると回答しています。（甲州市母子保健調査 令和6年度）
　お子さんの体調が悪い時には、日頃の様子をよく知っているかかりつけ医に受診で
きるとよいのですが、診療時間外に具合が悪くなることもよくあります。
　市では、子どものよくある症状やその対処方法が書かれた「こどもの救急医療ガイド
ブック」を配布しています。急な体調不良やケガの時には慌ててしまうことが多いの
で、普段からこれらの資料を参考にして、もしもの時に備えておきましょう。

みんなでワイワイしながらホット
プレートで焼くのも楽しいです。
材料に味がついているので、その
まま食べても美味しいです。大人
は刻みネギや刻んだ大葉を混ぜる
のもおすすめです。

食改さんの声

1ボウルに材料を全て入れ、よく混ぜ合わせる。
2フライパンに油を熱し、スプーンで 1をすくって、食べやすい大きさに

形を整えて焼く。
3両面をこんがりと焼いたら完成。

 作り方 

 材料（4人分） 
・豆腐････････････ 300〜400g
・卵･･････････････････････1個
・ピザ用チーズ･･･････････ 50g

・片栗粉･･････････････大さじ2
・鶏がらスープの素････大さじ1
・サラダ油･･･････････････適量

豆腐とチーズのフワフワ焼き
千野、上東・町屋、下東、赤尾、下萩原、奥野田地区の食改さんおすすめレシピ

令和9年4月の保育所等の入所申込受付を行います

今年も開催! 甲州こどもフェスタ　～集まれチビッコ！広がれ子育ての輪～

1  入所申請書の受け取り
2  入所希望施設の見学

入所を希望する施設をご見学いただき、雰囲気や開所時間などを確認してください。
複数の保育所等を検討し申し込みをしてください。（第4希望までご検討ください。）
見学のお申し込みは、保護者が直接施設へ連絡してください。
3  申請書の提出（入所申し込み）

提出受付期間内に保護者が子育て支援課窓口へご提出ください。
書類不備の場合は、受付ができません。
4  入所決定

申し込みの先着順ではなく、保育の必要性の高い児童から優先的に入所を決定します。
通知は2月までに発送予定です。

申請の流れ

二次元コードから各施設の紹介ページをご覧いただけます。
※掲載されている情報が変更になる場合があります。

市内の保育所等のご案内

甲州市に住所があり、保育の必要性が認められ、令和9年4月に入所を希望する児童
（2号・3号認定で入所を希望する児童）

対象

10月1日（木）～9日（金） 土･日を除く 午前8時30分〜午後5時15分申込書類配布期間

11月2日（月）～11日（水） 土･日･祝日を除く 午前8時30分〜午後5時15分提出受付期間（2号・3号認定）

 子育て支援課 保育･児童担当　☎0553-32-5081

1号〜3号認定など、
保育所等の詳細はこちら

市ホームページ

市役所本庁舎 1階 子育て支援課配布場所・申請受付場所
※期間内に提出されないと、希望する保育所等に入所できない場合があります。
※受付順で入所が決まることはありません。時間に余裕をもってお越しください。

市外の施設へ入所を希望する方
保育所等が所在する市町村の申込締切日の10日前までに提出してください。

幼稚園や認定こども園の教育標準時間認定（1号認定）を利用希望の方
施設に直接ご相談いただき、入所枠を確保してください。

11月16日(月)〜12月11日(金)の間に申請書類を子育て支援課へ提出してください。

令和9年4月以降も引き続き保育所等を利用する方は、「現況届」の提出が必要です。
・市内の保育所等を利用している対象の児童へは、施設を通じて配布します。
・市外に所在する保育所等を利用している対象児童へは、子育て支援課から郵送します。

令和8年度の現況届のご提出について（保育所等を利用中の方）

日　程　11月11日（水）　　時　間　午前10時〜正午　　会　場　塩山ふれあい館　　定　員　100組
申込方法　右記の二次元コードよりお申し込みください。 10月28日（水）午前9時～予約開始

今回のイベントコーナー
・大型遊具　・親子で作ろう　・おまつりひろば　・ふれあいあそび　・食育（食改コーナー）
・フォトブース　・リユース子供服　・歯科相談　・発育測定&助産師相談　・ベビーマッサージ　・手型・足型
・防災のおはなし　・起震車体験　・わくわく下水道コーナー
※イベント詳細について　内容や駐車場等は市ホームページに掲載しますので、そちらをご確認ください。

 甲州こどもフェスタ実行委員会（のびのびチビッコひろば）　☎0553-44-5514
　　  子育て支援課　☎0553-32-5081

申込はこちら
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知って得する！医療の使い方

いきいきライフ通信

知って得する！医療の使い方

高齢者インフルエンザ予防接種について
費用助成のお知らせ
　インフルエンザは、初冬から春先にかけて流行しますが、今年は例年より早い時期から流行が始まっています。
高齢の方がかかると重症化することがありますが、インフルエンザワクチンによって重症な肺炎などにかかることを予防
できます。
　市では、今年度も次の方を対象にインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。

助成対象者
・甲州市に住民登録をされている65歳以上の方
・甲州市に住民登録をされている60歳～65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制

限される程度の障害のある方およびヒト免疫不全ウイルスにより、免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害
がある方で、インフルエンザの予防接種を希望される方
費用助成期間 　10月1日(木)～令和9年1月31日(日)
助成内容

1人につき2,500円（1回限り）を市で助成します。
接種料金から2,500円を差し引いた金額を医療機関窓口でお支払いください。
※接種料金は医療機関により異なります。直接医療機関へお問い合わせください。

接種場所 　医療機関 ※事前に予約をしてください。
予診票 　予診票は、各医療機関および市役所健康増進課、勝沼・大和支所でお渡しできます。
注　意

・全額自己負担で接種した場合には、接種後領収書を市へ持参いただいても費用の返還はできませんのでご注意ください。
・ワクチンの効果と副反応のリスクの双方について理解し、ご本人の意思に基づいて接種をしてください。
・期間内でも休診日や休診時間があります。直接医療機関へお問い合わせください。
※詳細はお問い合わせください。

高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種について
費用助成のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症予防接種は、予防接種法上の定期接種（B類疾病）に位置づけられ、個人の重症化予防を目的
に秋冬シーズンに実施することとなっています。
　このため、市では今年度も対象の方に、接種費用の一部を助成します。

助成対象者
・甲州市に住民登録をされている65歳以上の方
・甲州市に住民登録をされている60歳～65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制

限される程度の障害のある方およびヒト免疫不全ウイルスにより、免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害
がある方で、コロナウイルス感染症の予防接種を希望される方
費用助成期間 　10月1日(木)～令和9年3月31日(水)
助成内容

1人につき1回7,800円（1回限り）を市で助成します。
接種料金から7,800円を差し引いた金額を医療機関窓口でお支払いください。
※接種料金は、医療機関により異なります。直接医療機関へお問い合わせください。

接種場所 　医療機関 ※事前に予約をしてください。
予診票 　予診票は、各医療機関および市役所健康増進課、勝沼・大和支所でお渡しできます。
注　意

・全額自己負担で接種した場合に、接種後領収書を市へ持参いただいても費用の返還はできませんのでご注意ください。
・ワクチンの効果と副反応のリスクの双方について理解し、ご本人の意思に基づいて接種をしてください。
・期間内でも休診日や休診時間があります。直接医療機関へお問い合わせください。

 健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎0553-32-5014
  健康増進課 保健事業担当　☎0553-34-5436

令和8年7月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	 3億521万円（前年同月比	+5,335万円）
	 4万2,945円（前年同月比	+8,891円）

市の医療費全体
市の1人当たり医療費

　セルフメディケーションとは、自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てするこ
とです。セルフメディケーションを心かけることで、毎日を健康的に過ごすことができます。
　日ごろよく経験する症状（頭痛・かぜ・胃腸の調子が悪いなど）のときは、市販薬（OTC医薬品）を上手に
活用しましょう。ただし、普段感じたことのない痛みや不調、市販薬を使っても改善しない場
合などは、すみやかに医療機関で受診してください。
※特定の市販薬（OTC医薬品）を購入することで、所得控除が受けられる場合があります(セルフメディケー

ション税制)。この控除を受けるためには、健康診断等を受けている必要があります。
　詳しくは、税務課市民税担当(☎0553-32-5069)にお問い合わせください。

2  軽い症状は自分で対処！セルフメディケーションのすすめ

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、先発医薬品（新薬）の特許期間（原則20〜25年）が過ぎた後、同
じ有効成分で製造した薬で、厚生労働省が承認したものです。効果・品質・安全性は先発薬と同等であり
ながら、価格は約2〜7割程度安くなる場合があります。
　薬局で処方箋を出す際に、「ジェネリック医薬品にしてください」 と伝えるだけで切り替
えられます。まずはかかりつけの薬局や薬剤師に気軽に相談してみましょう。
※症状や医薬品の供給状況などによって切り替えができない場合もあります。

1  同じ効果で、お財布に優しい！ジェネリック医薬品を使ってみよう

　リフィル処方箋とは、症状が安定している人に対して、医師が認めた期間内であれば再診を受けずに同
じ処方薬を薬局で受け取ることのできる処方箋のことです（最大3回）。
※投薬量に制限がある医薬品（新薬や向精神薬など）や湿布薬は対象外です。

３ 何度も病院に行かなくていい！リフィル処方箋を知ろう

メリット 利用方法
①通院負担（身体的・経済的）が軽減される
②医療費の抑制
③医師の業務負担軽減による医療の質の向上

かかりつけ医に「リフィル処方箋を使えます
か？」と相談してみましょう。

☝3つのポイント「ジェネリックに変えてみる」「軽い症状は市販薬で対処する」「リフィル処方を医師に相
談する」の中から、まずはできることから一つ試してみましょう。
　また、医療費を抑える一番の近道は「健診を受けること」です。病気は早めに見つけるほど、治療費の負
担を抑えることができます。健診は、自分の身体を知る大切な機会です。市では、総合健診、人間ドック、
個別医療機関健診などの健診を実施しております。今年、まだ受けていない方は、ぜひお申し込みくださ
い。詳しくは、下記までお問い合わせください。

　医療費の増加が社会全体の課題となっています。そんな中でも、日常の中で少し工夫をすることで、医
療費を抑えることができます。今回は、どなたでもすぐに実践できる3つのポイントをご紹介します。ぜ
ひ、かかりつけ医や薬剤師に相談しながら取り組んでみてください。

～ジェネリック医薬品・セルフメディケーション・リフィル処方を活用しよう～

メリット
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 福祉総合支援課 相談支援担当　☎0553-32-0285　 0553-32-5079

高齢者の助っ人

　10月のいきいき健幸教室では、各会場で体力測定会を実施します。歩く速さや握る力、
立ったり座ったりする力などを測定します。今の自分の体を知ることは、健康を長く守る
ための第一歩です！この機会にぜひ測定してみませんか。

歩行能力・バランス機能 　Timed up & go (TUG)
椅子から立ち上がり、3メートル先の目印を回って、再び椅
子に座るまでの時間を測定します。　

バランス機能 　開眼片足立ち

目を開けたまま片足で何秒間立っていられるか測ります。

下肢筋力 　5回立ち上がりテスト
椅子から立ち上がる動作を5回繰り返し、その所要時間を
測定します。

全身の筋力 　握力測定
握力計を使用し、握力を測ります。

測定メニュー

元気に過ごす第一歩！

いきいき健幸教室 体力測定会 のお知らせ
参 加
無 料

 介護支援課 高齢者支援担当　☎0553-34-5434

高齢者の暮らしと介護についてのアンケート調査結果について 7
今年度見直しを行っている「高齢者いきいきプラン」の策定に向け、令和7年11月に実施した「在宅介護実態調査」の
結果から、介護者に質問した「災害などの緊急事態の対応」について紹介します。

 介護支援課 介護保険担当　☎0553-32-5066

「ひとりでは避難できないと思う」が84.9％と最も多く、「ひとりで避難できると思う」は5.7％、「わからない」が5.1％となっていました。

災害などの緊急事態が発生した場合、ご本人様はひとりで避難場所まで避難できると思いますか。Q
ひとりで避難できると思う

ひとりでは避難できないと思う

わからない

無回答0 20 40 60 80 100

5.7 84.9 5.1 4.3

（%）

「必要である」が78.3％と、おおむね8割の方が必要であると回答がありました。
近年、多くの自然災害が発生し、各地に甚大な被害をもたらしており、高齢者が日常生活において不安に直面する機会が多くなってい
ます。高齢単身世帯や高齢夫婦のみの世帯が増加する中で、支援を必要とする方が地域の中で孤立することなく安心して生活を送れ
るようにするためには、普段からの声掛けや見守り、支え合いなど地域の協力体制づくりが必要になります。

主な介護者の方は、災害時の避難などに手助けが必要な人の情報を地域で共有することについてど
う思いますか。Q

必要である

必要とは思わない

わからない

無回答0 20 40 60 80 100

78.3 4.0 11.4 6.3

（%）

障
害
福
祉
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総
合
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「
甲
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し
ま
す

障害のある方やそのご家族が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、
地域における相談支援の拠点として10月1日（木）より福祉総合支援課内に

「甲州市障害者基幹相談支援センター」を開設します。
これまでの障害福祉に関する相談機能を強化して、障害の種別を問わず様々な相談に対す

る総合的な支援を行います。「どこに相談すればいいか分からない」という方も
まずはお気軽にご相談ください。

対象となる方

【設置場所・相談窓口】　市役所本庁舎 1階 福祉総合支援課内
【相談時間】午前8時30分～午後5時15分（土・日・祝日　年末年始を除く）

※相談の秘密は厳守します。費用は無料です。まずはお気軽に、お電話や窓口でお問い合
わせください。

・身体障害、知的障害、精神障害のある方　・ご家族、地域の関係者の方 など

こんなときにご相談ください

・福祉サービスや制度の使い方がわからない
・将来の生活や、親亡き後の子どもの暮らしが心配
・専門的な相談や、どこに相談していいか分からない悩みがある
・成年後見制度の利用について　・障害者虐待や障害者差別に関する相談

対象者  65歳以上の市民
送迎について  無料送迎あります。（事前予約制）
持ち物  タオル・飲み物・動きやすい服装・上履き（スリッパ不可）

※転倒防止のため、滑らない靴（運動靴タイプ）をご用意いただけると安心です。

申し込みについて  参加希望者は、下記お問い合わせ先へ事前にお申し込みください。
※当日参加も可能ですが、事前にお申し込みいただくとスムーズです。

日時  ※各会場によって開催時間が異なります。

甲州市民文化会館 10月8日（木）

塩山保健福祉センター 10月9日（金）

塩山東公民館 10月13日（火）

松里公民館 10月21日（水）

大藤公民館 10月20日（火）

玉宮公民館 10月16日（金）

神金公民館 10月22日（木）

大和ふるさと会館 10月28日（水）

奥野田公民館 10月15日（木）

勝沼市民会館 10月21日（水）

勝沼健康福祉センター 10月14日（水）

等々力自治公民館 10月20日（火）

フィッツ担当会場　
時間：午後1時30分～3時　☎0553-32-1596

エムズスポーツ担当会場　
時間：午後2時～3時30分　☎055-261-8770
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「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

ジットリユースDAY
～小型家電等有価物買取事業～買 取 予約制

市では、ジット株式会社と「リユース活動の促進に向けた連携と協力に関する協定」を締結しています。
この協定に基づき、ジット株式会社が市内の家庭で不用になった小型家電等有価物の買取を実施し、リ
ユースにつなげる買取事業を行います。

買取品目一覧（ジット㈱が現金にて買取します）

200円の品目 ミシン

100円の品目 コンポ・キーボード（楽器）・エレキギター・フォークギター・管楽器・ゲーム機・
草刈り機・チェンソー・マウンテンバイク・パソコン本体

80円の品目 編み機

50円の品目
アンプ・スピーカー・ブルーレイプレイヤー（レコーダー）・その他楽器・
石油ストーブ・ガスストーブ・タブレット端末・携帯電話・プリンター・自転車・
ノートパソコン・パソコン用液晶モニター

30円の品目 ラジカセ・CDプレイヤー・ガスコンロ

10円の品目
バッテリー（リチウム・ニッケル・車用・バイク用）・
DVDプレイヤー（レコーダー）・デジタルカメラ・ビデオ・ゲーム機備品・
空気清浄機・除湿器・湯沸し器・電動工具・通信機器（ルーター）・腕時計（大人用）

1円の品目 炊飯器・電子レンジ・扇風機・アイロン・掃除機・ドライヤー・電気カミソリ・
ホットプレート

※家電リサイクル法の対象４品目【エアコン・テレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機（衣
類乾燥機）】は買取り・回収はしません。
※当日の出入りは、市役所本庁舎東側駐車場の「南西側出入口」からお願いします。

日　時 	 11月14日（土）午前8時30分～午後0時30分
	 ※電話予約時に搬入時間の指定をします。指定時間に搬入をお願いします。
	 ※中止の場合は、市ホームページおよび市ごみ分別アプリでお知らせします。

場　所 	 市役所本庁舎 東側駐車場
対　象 	 市内在住者	※予約のない方の買取・回収はしません。

予約方法 	 ジット㈱に電話で予約してください。	※未成年者による持ち込みはできません。

	 ☎	055-280-8105	（音声案内が流れたら、4番を押してください。）
	 ※ダイヤル回線の方は、トーン切替「＊」を押してから4番を押してください。

予約期間 	 10月13日（火）～11月13日（金）　
予約受付時間 	 午前9時30分～午後5時（土・日・祝日を除く）　
	 ※定員になり次第受付を終了します。予約終了は、市ホームページおよび市ごみ分別アプリでお知らせします。

定　員 	 150世帯	※先着順
持込点数 	 1世帯10点まで	※予約時に品目の確認をします。
当日持参するもの 　市内在住がわかる身分証明書（マイナンバーカード・運転免許証等）

 環境課 ごみ減量・リサイクル推進担当　☎0553-33-4404

 第21回甲州市およっちょい祭り実行委員会事務局（観光商工課内）　☎0553-32-5091

 生涯学習課 文化財担当　☎0553-32-5076　

〈塩山駅南口〉発便 甲州市役所 9:11 12:34 15:10
〈塩山駅南口〉着便 甲州市役所 8:52 11:28 14:43

甲州市縦断線

〈塩山駅南口〉発便

上於曽 9:31 11:21 12:41 14:29

甲州市役所 9:32 11:22 12:42 14:30

本町 9:33 11:23 12:43 14:31

〈塩山駅南口〉着便
本町 10:24 10:57 12:21 15:24

甲州市役所 10:26 10:59 12:23 15:26

大菩薩峠登山口線

〈塩山駅南口〉発便
上於曽 12:09

甲州市役所 12:10
本町 12:11

〈塩山駅南口〉着便
本町 12:53

甲州市役所 12:55

玉宮線

交
通
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制
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第第2121回 甲州市およっちょい祭り回 甲州市およっちょい祭り 10/18（日）
午前9時～午後4時

内　 容 ステージ発表、およっちょい上棟式、模擬店（飲食物販売など）、消防・警察車両の展示など

会　 場 甲州市中央防災広場「塩むすび」、市役所本庁舎東側駐車場

開催日時 10月18日（日）午前9時~午後4時

交通規制
当日は会場周辺の交通規制を行います。電車等の公共機関や徒歩・乗り合わせでのご来場をお願いします。
周辺道路・駐車場は混雑しますので、お車で来場される場合、時間に余裕をもってお越しください。近隣住
民の皆さまやご来場されます方にはご不便、ご迷惑をおかけいたしますがご協力をお願いします。

　国宝 小桜韋威鎧 兜、大袖付を一般公開します!
　「小

こざくらがわおどしよろい

桜韋威鎧 兜
かぶと

、大
おおそでつき

袖付」は菅田天神社に伝わる鎧で、武田家の家督相続の証である「御
み は た

旗・楯
たてなし

無」の「楯無」にあた
り、国宝に指定されています。
　貴重な機会ですので、ぜひ、ご覧ください！

（主催:菅田天神社・甲州市教育委員会 協力:第21回甲州市およっちょい祭り実行委員会）
公 開 日  10月18日（日）　公開時間 午前9時〜11時30分
公開場所  菅田天神社
アクセス  ● 電車をご利用の方　JR中央線「塩山駅」南口より、徒歩約10分

 ● 車でお越しの方
 当日は、およっちょい祭り開催に伴い、交通規制があります。
 誘導員の指示に従い駐車をお願いします。
 詳しくは市ホームページ（第21回甲州市およっちょい祭り）をご確認ください。

注意事項  ※国宝の管理を優先するため、当日の降雨の状況により、公開時間の短縮または中止をする場合がありますので、ご理

 　解とご協力をお願いします。
 ※フラッシュ・三脚等による撮影はご遠慮ください。

国宝 小桜韋威鎧 兜、大袖付 一般公開！
（第21回甲州市およっちょい祭り同日開催）

Androidの方 iPhoneの方

甲州市
ゴミ分別アプリ
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します ！

　7月28日、市スポーツ推進委員会は塩山地区の児童クラブ
にて出張軽スポーツ啓発活動を行いました。この事業は毎年
実施されており、当日は、輪投げやペタンク、ラダー・ゲッター
などの軽スポーツを実施しました。体験した児童たちは軽ス
ポーツの楽しさや体を動かすことの喜びを感じることがで
き、とても盛り上がりました。

身体を動かす楽しさを伝える
出張軽スポーツ啓発活動を実施

　8月19日、市消防団や日下部警察署、JAフルーツ山梨などは
収穫期を迎えたぶどうの盗難防止のため、夜間パトロールを
実施しました。出発式の後、警察犬も動員し、市内の畑を巡回
しました。夜間のパトロールはぶどうの収穫期が終わるまで
実施されます。関係機関が連携し、大切に育てられたぶどう
の盗難防止に取り組みます。

地域一丸でぶどうを守る
収穫期の夜間パトロールを実施

　大藤地区自主防災会は、（財）自治総合センターの助成を受
け、発電機やテントなどの防災備品を整備しました。この事
業は、宝くじの社会貢献広報活動として、地域コミュニティ活
動に必要な備品購入などに対して助成を行い、地域社会の健
全な発展と住民福祉の向上を目的に実施されています。

地域防災力を強化
コミュニティ助成事業で防災備品を整備

　第20回東山梨スポーツ少年団交流大会の総合開会式が8月
23日、塩山体育館で行われ、競技ごとの大会が8月23日～30
日に各会場で開催されました。総勢400名以上が参加し、交
流大会を通して団員の日常生活の高揚とスポーツ少年団とし
ての自覚と誇りを高めるとともに、山梨市のスポーツ少年団
との親睦を深めることができました。

スポーツでつながる交流の輪
東山梨スポーツ少年団交流大会

　9月1日、地域おこし協力隊の委嘱式を行い、新たに隊員と
なった平川瑞稀さんに鈴木市長から委嘱状が手渡されまし
た。就農および地域農業の支援に特化した「アグリトレー
ニー」として地域農業の活性化に向け、農業技術や知識の習得
を目指し、新たな担い手となれるよう、活動していきます。

　9月5日、甲州市民文化会館で市民教養講座「甲州市の気候
特性と『いのちを守る』天気予報の活用術」が開催されました。
気象予報士・防災士の米津龍一さんが講師を務め、天気クイズ
を交えながら、甲州市の気候や身近な気象情報の見方、災害へ
の備えについてわかりやすく解説しました。

地域おこし協力隊
新たに1名の隊員を委嘱

甲州市の気候特性と
「いのちを守る」天気予報の活用術

　市は、7月28日に発生した令和8年熊本地震で被害を受けた熊本県熊本市に、9月2日から8日までの7日間、市総務課職員1名を災害
派遣しました。派遣された職員は、現地で被災したことを証明するり災証明書の発行に関する業務に従事しました。被災された方々
の生活再建を支援するとともに、被災自治体の業務を支えるため、現地職員と連携して支援活動を行いました。

熊本地震被災地へ職員を追加派遣

　9月14～16日、東京都中野区役所において、「いこう！山梨のKYOTOへ 峡東地域世界“農業”遺産秋のフルーツマーケット」が開
催されました。本イベントではぶどうやぶどうを使用したジャムなどの加工品、ぶどうジュースなどが販売されたほか、桃やぶどう
の木を使用した箸・スプーン作りなどの体験が行われ、訪れた多くの方に峡東地域世界農業遺産の魅力を発信しました。

峡東地域の魅力をPR　都内で世界農業遺産秋のフルーツマーケットを開催
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有
料
広
告

 税務課 収納担当　☎32-5074

お忘れにならないようご注意ください。

※口座振替の方は、11月2日（月）に振替えますので、前日ま
でに残高をご確認ください。

※納税相談を税務課収納担当窓口にて随時行っています。

1111月月22日（月）日（月）が納期限です。

市県民税・森林環境税第3期および
国民健康保険税第4期の納期限について

手話紹介コーナー

 福祉総合支援課 障害福祉担当 ☎32-5067

人さし指を立てて、左
右に軽く振る。
【ポイント】
疑問をもった表情で
やってみましょう。

何ですか？今月の手話

～手話をやってみよう!～

お
知
ら
せ

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

更
新
が
必
要
な
方
へ
書
類
を
発
送
し
ま
す

 

病
院
や
薬
局
な
ど
の
医
療
機
関
で
負
担

し
た
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、２
級
、３
級
の

い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

 

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
の
方

 

障
害
基
礎
年
金
１
級
ま
た
は
２
級
の
方

 

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
の
児
童

※ 

所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

● 

更
新
手
続
き

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
10
月
31
日

（
土
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

① 

自
動
更
新
対
象
の
方

10
月
１
日
付
け
で
受
給
者
証
を
発
送
し

ま
す
。

② 

資
格
要
件
や
保
険
情
報
の
確
認
が
必
要

な
方

申
請
書
類（
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）を
発

送
し
ま
す
。
次
の
必
要
書
類
を
同
封
の

返
信
用
封
筒
に
て
提
出
を
お
願
い
し
ま

「
甲
州
市
就
農
定
着
総
合
支
援
制
度
」

募
集
の
お
知
ら
せ

 

市
内
で
新
た
に
農
業
を
志
す
方
に
対
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
就
農
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

ま
た
、研
修
生
を
受
け
入
れ
て
指
導
し
て

い
た
だ
け
る
農
業
者
も
募
集
し
ま
す
。

● 

支
援
内
容

面
談
、就
農
計
画
の
作
成
、実
習
を
経
て

自
立
就
農
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

受
入
農
業
者
の
圃
場
に
お
い
て
、実
習
研

修
等
に
よ
り
、
就
農
に
必
要
な
技
術・
知

識
を
原
則
２
年
間（
最
長
３
年
間
）学
び

ま
す
。

● 

研
修
期
間

年
間
１
８
０
日
以
上

（
月
10
日
以
上
、年
間
最
大
２
４
０
日
）

● 

研
修
手
当
補
助

 

　
日
額
５
，０
０
０
円

● 

交
付
要
件

 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
未
満
の
方

 

30
a
以
上
の
農
地
を
所
有
す
る
三
親
等

以
内
の
方
か
ら
、そ
の
農
地
の
後
継
者
と

し
て
推
薦
さ
れ
る
方
、ま
た
は
市
内
に
農

地
を
所
有
す
る
方
か
ら
、そ
の
方
の
所
有

す
る
農
地
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
将
来
の
貸
借
ま
た
は
売
買
の
候
補
者

と
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
方
で
、そ
の

農
地
の
面
積
の
合
計
が
30
a
以
上
と
な

る
方

● 

募
集
期
間

10
月
１
日（
木
）～
11
月
30
日（
月
）

● 

募
集
定
員
　
若
干
名

※ 

受
入
農
業
者
の
都
合
等
で
、ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

農
林
振
興
課 

果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

す
。

● 

郵
送
申
請
に
必
要
な
も
の

 

更
新
申
請
書

 

同
意
書

 

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、特
別
児
童
扶
養
手

当
受
給
証
明
書
、
障
害
基
礎
年
金
証
書

（
年
金
証
書
の
場
合
、
直
近
の
年
金
振
込

が
わ
か
る
書
類
も
必
要
）の
い
ず
れ
か
該

当
す
る
も
の
の
写
し

（
複
数
お
持
ち
の
方
は
す
べ
て
の
写
し
）

 

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
情
報
が
確
認

で
き
る
も
の
の
写
し（「
資
格
確
認
書
」等

の
写
し
）

● 

提
出
期
間

10
月
１
日（
木
）～
21
日（
水
）

※ 
郵
送
で
の
手
続
き
が
難
し
い
方
は
、窓
口

で
の
申
請
も
可
能
で
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

障
害
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
６
７

わ
た
し
の
想
い
ノ
ー
ト
作
成
相
談
窓
口

 

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
命
の
危
機
が
迫
っ

た
際
に
、約
70
％
の
方
が
医
療
や
介
護
に

つ
い
て
、ど
う
し
た
い
か
自
分
で
決
め
た

り
望
み
を
人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
わ
た
し
の
想
い
ノ
ー
ト
」は
、医
療
や
介

護
に
関
す
る
希
望
、家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
を
事
前
に
書
き
留
め
て
お
く

ノ
ー
ト
で
す
。「
も
し
も
」の
と
き
に
あ
な

た
の
想
い
を
大
切
な
人
や
医
療・介
護
従

事
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
窓

口
に
て
作
成
に
関
す
る
ご
相
談
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

「
親
元
就
農
促
進
支
援
事
業
」募
集
の

お
知
ら
せ

 

三
親
等
以
内
の
親
族
が
経
営
す
る
市
内

の
農
業
経
営
体
に
就
農
し
た
農
家
子
弟

に
対
し
、将
来
的
な
経
営
継
承
や
規
模
拡

大
へ
の
支
援
、経
済
的
不
安
を
解
消
す
る

た
め
、県
お
よ
び
市
が
新
規
の
親
元
就
農

者
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

● 

支
援
の
内
容

 

補
助
金
上
限
１
０
０
万
円
の
交
付

 

交
付
期
間

 

　
就
農
日
か
ら
１
年
間

● 

交
付
要
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

 

農
業
経
営
主
が
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ

と

 

農
業
経
営
主
が
地
域
計
画
の
う
ち
目
標

地
図
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
、も
し
く

は
事
業
実
施
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
と
見
込

ま
れ
る
方
で
あ
る
こ
と

 

事
業
実
施
後
５
年
以
内
に
交
付
対
象
者

に
経
営
を
継
承
し
、交
付
対
象
者
が
認
定

農
業
者
に
な
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら

れ
る
者
で
あ
る
こ
と
　
等

● 

交
付
対
象
者
の
要
件

次
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

 

就
農
時
に
50
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

 

農
業
経
営
主
の
三
親
等
以
内
の
親
族

 

農
業
経
営
主
と
家
族
経
営
協
定
を
締
結

 

前
年
の
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
合
計
所

得
が
６
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

 

年
間
の
農
業
従
事
日
数
が
２
２
５
日
以

上
か
つ
１
，８
０
０
時
間
以
上
で
あ
る
こ

と

 

就
農
日
か
ら
１
年
を
超
え
て
な
い
こ
と

 

交
付
後
５
年
以
内
に
現
状
の
農
業
経
営

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

申
込
不
要

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

と
そ
の
家
族
、高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
、ま
た
は
地
域
の
方
な
ど
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
、集
え
る
場
所
で
す
。

飲
み
物
を
片
手
に
お
互
い
に
情
報
交
換

や
交
流
を
し
た
り
、認
知
症
に
詳
し
い
専

門
職
ス
タ
ッ
フ
に
、認
知
症
の
こ
と
や
介

護
の
こ
と
、日
々
の
生
活
で
心
配
な
こ
と

な
ど
を
相
談
し
た
り
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

 

10
月
８
日（
木
）毎
月
第
２
木
曜
日

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

 

１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
）

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園

☎
33
‐
７
５
１
１

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
支
援
金
を
支
給
し
ま
す

 

支
援
金
を
受
け
取
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。

 

県
内
に
在
住
し
て
い
る
令
和
８
年
度
住

民
税
非
課
税
世
帯
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
利
用

し
て
い
る
世
帯

● 

支
援
金
額
　
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円

よ
り
所
得
、売
上
、付
加
価
値
額
ま
た
は

経
営
面
積
の
い
ず
れ
か
を
５
％
以
上
増

加
さ
せ
る
こ
と
　
等

● 

農
業
経
営
主
の
要
件

親
元
世
帯
の
農
業
従
事
者
一
人
当
た
り

の
前
年
度
農
業
所
得
が
４
０
０
万
円
以

下

 

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申
請
内
容

を
審
査
後
、予
算
状
況
等
か
ら
総
合
的
に

判
断
し
、補
助
金
交
付
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。

※ 

令
和
７
年
分
の
所
得
状
況
が
わ
か
る
書

類
を
確
認
し
ま
す
。

● 

募
集
期
間

10
月
１
日（
木
）～
12
月
25
日（
金
）

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

農
林
振
興
課 

果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

遊
休
農
地
等
の
整
備
費
補
助
に
つ
い
て

 

市
で
は
遊
休
農
地
を
貸
借
ま
た
は
所
有

権
移
転
を
す
る
こ
と
を
条
件
に
農
地
の

所
有
者
に
対
し
て
、
整
備
費
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

● 

対
象
と
な
る
農
地

以
前
耕
作
地
で
あ
っ
た
も
の
で
、現
況
作

物
が
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、雑
草
等
が
繁

茂
し
て
お
り
、土
地
所
有
者
に
お
い
て
今

後
も
耕
作
の
予
定
が
な
い
１
a
以
上
の

農
地（
遊
休
農
地
で
あ
る
こ
と
）

※ 

対
象
農
地
の
確
認
や
、貸
借
権
の
設
定
、

所
有
権
の
移
動
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

農
林
振
興
課 

農
地
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

 

12
月
28
日（
月
）ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ま

た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
類
は
、福
祉
総
合
支
援
課
ま
た
は

税
務
課
、勝
沼
支
所
、大
和
支
所
の
窓
口

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

※ 

申
請
に
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
書
類
、振
込
先
が
明
記
さ

れ
た
書
類
等
の
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

 

令
和
８
年
度
山
梨
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
金

給
付
事
業
事
務
局

☎
０
５
５
‐
２
４
２
‐
８
４
９
１

申込はこちら

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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有
料
広
告 　平日の早朝、臨時特急「かいじ70号」（塩山駅5:54発）が運行されています。新宿駅や東京駅に午前8時前に到着で

き、通勤・通学はもちろん、出張やお出かけに便利な特急です。ぜひご利用ください。

【8時前には東京着！】臨時特急「かいじ70号」で通勤・通学・おでかけにゆとりを！

列 車 名 	 かいじ70号（甲府発～東京行	E353系9両	全車指定席）
運行期間 	 11月30日（月）まで　※臨時列車のため、運行期間は変更となる場合があります。
運 行 日 	 平日のみ運行（土・日・祝は運休）
時  間 	 甲府発（5:40）→	石和温泉発（5:45）→	山梨市発（5:50）→	塩山発（5:54）→	大月発（6:16）	→	八王子着（6:47）→
	 立川着（6:58）→	新宿着（7:30）→	東京着（7:45）
	 【臨時特急「かいじ70号」を利用すると】
	 羽田空港8:30頃着　・成田空港9:00頃着　・舞浜駅8:20頃着　・横浜駅8:00頃着
	 ※到着時刻は、代表的な接続列車を利用した場合の目安です。
	 ※詳しくは、JR	東日本ホームページにてご確認ください。

小
規
模
企
業
者
持
続
化
補
助
金
の

お
知
ら
せ

 

販
路
開
拓（
新
た
な
市
場
へ
の
参
入
に
向

け
た
販
売
方
法
の
工
夫
）や
、販
路
開
拓

と
併
せ
て
行
う
業
務
効
率
化
等
の
取
組

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
小
規
模
企
業

者
※ 

国
や
県
の
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
と
重
複
し
て
補
助
金
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

過
去
に
甲
州
市
小
規
模
企
業
者
持
続
化

補
助
金
の
採
択
を
受
け
た
場
合
も
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

必
ず
事
前
に
市
商
工
会
か
ら
事
業
計
画

書
の
確
認
を
受
け
た
後
、提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

募
集
期
間

10
月
19
日（
月
）～
11
月
27
日（
金
）

● 

対
象
と
な
る
事
業
内
容

① 

看
板
の
作
成・設
置
、ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
等
の
作
成
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
や
更

新
② 

機
械
装
置
等
の
購
入

③ 

新
商
品
の
試
作
品
や
包
装
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
試
作
開
発
に
伴
う
原
材
料
、設
計
、デ

ザ
イ
ン
、製
造
、改
良
、加
工

④ 

店
舗
改
装・バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
、利

用
客
向
け
ト
イ
レ
の
改
装
工
事

● 

補
助
率
お
よ
び
補
助
限
度
額

 

補
助
率
　
２
／
３
以
内

※ 

千
円
未
満
切
捨
て

 

限
度
額 

15
万
円

※ 

応
募
に
係
る
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

観
光
商
工
課 

ワ
イ
ン・商
工
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
１

相

　談

予
約
不
要
・
無 

料

特
設
行
政
相
談
所

 

行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て
広
く
皆
さ
ま

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、９
月
１

日（
火
）～
10
月
31
日（
土
）を「
行
政
相
談

月
間
」と
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
一
環
と

し
て
、
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

年
金
、
福
祉
、
登
記
事
務
、
道
路
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
、国・県
等
の
業
務
に
ご
意
見・

ご
要
望
等
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 

10
月
19
日（
月
）

 

午
後
１
時
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

甲
州
市
民

 

総
務
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

甲
州
市
民・山
梨
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

 

10
月
７
日（
水
）／
14
日（
水
）／

21
日（
水
）／
28
日（
水
）

令
和
８
年
度
自
衛
官
等
採
用
案
内

● 

募
集
種
目・受
付
期
間

〇 

一
般
曹
候
補
生

 

18
歳
以
上
33
歳
未
満

 

～
11
月
20
日（
金
）ま
で

〇 

防
衛
大
学
校
学
生

 

18
歳
以
上
21
歳
未
満

● 

一
般

 

～
10
月
15
日（
木
）ま
で

〇 

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

 

18
歳
以
上
21
歳
未
満

● 

看
護
学
科（
自
衛
官
候
補
生
）

 

～
10
月
２
日（
金
）ま
で

● 
医
学
科

 
～
10
月
８
日（
木
）ま
で

※ 
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
１
５
９
１

県
立
文
学
館
特
設
展

「
一
葉
さ
ん
、お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」

～
模
型
と
写
真
で
再
現
す
る

　
樋
口
一
葉
の
世
界
～

 

両
親
が
甲
州
市
出
身
の
樋
口
一
葉

（
１
８
７
２
年
～
１
８
９
６
年
）は
、東
京

に
生
ま
れ
、
24
年
の
短
い
生
涯
で「
た
け

く
ら
べ
」や「
に
ご
り
え
」な
ど
、
社
会
の

底
辺
で
生
き
る
人
々
や
、封
建
的
な
社
会

を
生
き
る
女
性
を
描
い
た
作
品
を
残
し

ま
し
た
。

本
展
は
、
檜（
ひ
の
き
）細
工
師
三
浦
宏

が
、約
二
十
分
の
一
の
縮
尺
で
制
作
し
た

一
葉
の
本
郷
丸
山
福
山
町
の
居
宅
や
、小

説「
大
つ
ご
も
り
」の
舞
台・山
村
家
、「
に

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

市
役
所
本
庁 

１
階 

相
談
室

（
市
民
課
内
）

◎ 

山
梨
市
会
場

 

10
月
６
日（
火
）／
13
日（
火
）／

20
日（
火
）／
27
日（
火
）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

山
梨
市
役
所 

３
階 

消
費
生
活
相
談
窓
口

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

 

甲
府
市
役
所 

本
庁
舎 

４
階

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

 

山
梨
市 

商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
３
０
９

要
予
約
・
無 

料

無
料
法
律
相
談

 

10
月
15
日（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
～
５
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
一
会
議
室

 

甲
州
市
民

● 

定
員
　
７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※ 

10
月
５
日（
月
）～
14
日（
水
）の
間
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

総
務
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

ご
り
え
」の
主
人
公
お
力（
り
き
）が
働
く

銘
酒
屋・
菊
の
井
、
あ
わ
せ
て
３
棟
の
模

型
と
共
に
、田
所
美
惠
子
が
そ
の
内
部
を

自
作
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
モ
ノ
ク
ロ

プ
リ
ン
ト
の
針
穴
写
真
約
40
点
を
展
示

し
ま
す
。

一
葉
が
暮
ら
し
、描
い
た
明
治
の
家
の
た

た
ず
ま
い
と
人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
が

立
体
的
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
展
覧
会

で
す
。

 

10
月
10
日（
土
）～
12
月
13
日（
日
）

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

 

山
梨
県
立
文
学
館 

展
示
室
C

● 

休
館
日

　 

月
曜
日（
10
月
12
日
、
11
月
23
日
は
開

館
）、10
月
13
日（
火
）、11
月
24
日（
火
）

 

一
般
３
３
０
円（
２
６
０
円
）、
大
学
生

２
２
０
円（
１
７
０ 

円
）

※ 

常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※ （
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
、県
内

宿
泊
者
割
引
料
金
で
す
。

※ 

次
の
方
は
無
料

 

高
校
生
以
下
の
児
童・生
徒

 

65
歳
以
上

 

障
害
者
と
そ
の
介
護
者

※ 

11
月
20
日（
金
）の
県
民
の
日
は
ど
な
た

で
も
観
覧
無
料
で
す
。

 

山
梨
県
立
文
学
館

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
８
０
８
０

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

 

10
月
22
日（
木
）

 

午
前
の
部 

午
前
10
時
～
正
午

　 

午
後
の
部 

午
後
１
時
～
４
時

 

山
梨
市
役
所

 

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年
金
手

帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場

合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

10
月
９
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
一
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

総
務
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

 

行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、行
政
相
談

委
員
が
身
近
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

10
月
16
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

２
階 
会
議
室
A

 

甲
州
市
民

 

総
務
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

お
知
ら
せ

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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申込はこちら

予
約
不
要
・
無 

料

こ
ど
も
家
庭
相
談

 

こ
ど
も・子
育
て
全
般
や
、児
童
虐
待
防

止
等
、家
庭
に
関
す
る
様
々
な
困
り
ご
と

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
ど
も
に
対
し
て
の
不
適
切
な
対
応
は
、

こ
ど
も
の
身
体
の
成
長
や
脳
の
発
達
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。「
虐
待
か
も
」と

思
っ
た
ら
、こ
ど
も
を
救
う
た
め
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。「
あ
な
た
」の
勇
気
が
、

こ
ど
も
を
守
る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま

す
。

※ 

連
絡
者
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。
匿
名

で
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

 

随
時

 

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家
庭
相
談
担
当

☎
33
‐
２
２
０
３

32
‐
５
０
７
９

予
約
不
要
・
無 

料

知
っ
て
ほ
し
い
里
親
の
こ
と

里
親
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

 

山
梨
県
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り

家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ
ど
も
が
約

３
０
０
人
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
ど
も
た
ち
を
家
庭
に
迎
え

入
れ
、サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
こ
ど
も

を
育
て
て
い
く
の
が「
里
親
制
度
」で
す
。

こ
ど
も
た
ち
が
家
庭
の
中
で
健
や
か
に

育
つ
た
め
に
、里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

里
親
制
度
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示・

D
V
D
の
上
映
や
里
親
制
度
の
説
明
、

個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

要
申
込

峡
東
地
域
就
農
相
談
会

 

峡
東
地
域
で
就
農
を
希
望
ま
た
は
予
定

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、就
農
、営
農
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
仕

事
や
県
外
に
お
住
ま
い
等
で
、平
日
相
談

に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

● 

内
容

就
農
支
援
関
連
制
度
の
紹
介
、農
地
確
保

の
相
談
、栽
培
技
術
の
相
談
、就
農
に
向

け
た
移
住
の
相
談
等

 

12
月
５
日（
土
）

 

午
前
10
時
～

 

東
山
梨
合
同
庁
舎 

１
階 

１
０
１
会
議
室

 

峡
東
地
域
で
の
就
農
を
希
望
、ま
た
は
予

定
し
て
い
る
方

　 （
新
規
就
農
者
、農
家
後
継
者
、退
職
帰
農

者
等
）

 

11
月
９
日（
月
）ま
で
に
下
記
の
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 

申
し
込
み
を
受
け
付
け
た
後
、峡
東
農
務

事
務
所
か
ら
相
談
内
容
の
お
聞
き
取
り

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
人
数
が
多
数

の
場
合
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

 

峡
東
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課

（
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
）

☎
20
‐
２
７
０
７

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

11
月
７
日（
土
）

 

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

（
出
入
り
自
由
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

第
２
研
修
室

 （
福
）子
育
ち・発
達
の
里 

乳
児
院
ひ
ま
わ
り

社
会
的
養
育
機
関
エ
ー
ル
里
親

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
７
７
‐
３
０
９
３

要
予
約
・
無 
料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、心
の
悩
み
や
不
安
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他
　
保
健
師
、社
会
福
祉
士
、精
神

保
健
福
祉
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
よ

り
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
精
神
科
医
師
の
対
応
も

可
能
で
す
。

※ 

精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

予
約
不
要
・
無 

料

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
お
り
、助
言
や

情
報
提
供
、関
係
者
間
の
調
整
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

要
予
約
・
無 

料

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

休
日
無
料
法
律
相
談

 

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
に
、休
日
無
料
法
律
相
談
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
法
律
の
専
門
家
で
あ
る

弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。

※ 

多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け
る
た
め
、

今
年
度
初
回
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

 

10
月
24
日（
土
）

 

午
前
９
時
～
午
後
０
時
20
分

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

１
階 

会
議
室

 

市
内
在
住
者

● 

定
員
　
５
名

　 （
１
人
に
つ
き
40
分
以
内
）

 

10
月
１
日（
木
）か
ら
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※ 

共
同
募
金
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談
事
務
局

☎
34
‐
８
１
９
５

事
業
承
継
個
別
相
談
会

開
催
の
ご
案
内

 

山
梨
県
事
業
承
継・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
、事
業
承
継
に
つ
い

て
、個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※ 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

 

11
月
19
日（
木
）

 

１
回
目
　
午
前
９
時
30
分
～

　 

２
回
目
　
午
前
10
時
45
分
～

　 

３
回
目
　
午
後
１
時
00
分
～

　 

４
回
目
　
午
後
２
時
15
分
～

　 

５
回
目
　
午
後
３
時
30
分
～

※ 

各
回
１
組
で
相
談
時
間
は
、い
ず
れ
も
１

時
間
以
内
で
す
。

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
２
会
議
室

 

事
業
承
継
の
進
め
方
が
分
か
ら
な
い
方
、

後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、事
業
を
引

き
継
い
で
く
れ
る
会
社
を
探
し
た
い
方
、

後
継
者
が
い
な
い
の
で
工
場
や
設
備
を

売
却・貸
し
た
い
方

 

11
月
14
日（
土
）ま
で
に
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

① 

F
A
X（
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。）

② 

二
次
元
コ
ー
ド

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 
会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

 

山
梨
県
事
業
承
継・

　 

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
６
７
‐
７
６
２
０

０
５
５
‐
２
６
７
‐
７
６
３
０

無 

料

介
護
と
ふ
く
し
の
相
談
窓
口

 

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、「
介
護
と
ふ
く
し
の
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

介
護
や
福
祉
に
関
す
る
制
度
の
こ
と
、生

活
の
中
で
の
困
り
ご
と
、ご
家
族
の
介
護

の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
お
話
を
伺
い
、一
緒
に
解
決
の

方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
や
不
安
で
も
相
談

で
き
る
身
近
な
場
所
で
す
。
入
浴
や
施

設
利
用
の
つ
い
で
に
気
軽
に
立
ち
寄
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
や
福
祉
に
つ
い
て「
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
」と
迷
っ
た
と
き
、

お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 

毎
週
木
曜
日

 

午
後
１
時
～
４
時

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
39
‐
９
３
７
０

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

10
月
16
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎

 

10
月
13
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

要
予
約
・
無 

料

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

 

司
法
書
士
が
、
相
続
や
会
社
関
係
の
登

記
、土
地・建
物
の
名
義
変
更
、遺
言
、成

年
後
見
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

10
月
16
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

街
の
駅
や
ま
な
し

※ 

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※ 

書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
行
い
ま
せ

ん
。

※ 

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。

 

山
梨
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

無 

料

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

 

相
談
内
容
は
遺
言・相
続
、農
地
利
用
、契

約
書
作
成
な
ど
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

10
月
12
日（
月・祝
）

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
休
憩
）

 

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

２
階

 

山
梨
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

要
申
込
・
無 

料

10
士
業
に
よ
る
な
ん
で
も

合
同
相
談
会・各
士
業
資
格
説
明
会

 

山
梨
県
内
の
10
の
専
門
職（
司
法
書
士
、

行
政
書
士
、社
会
保
険
労
務
士
、土
地
家

屋
調
査
士
、税
理
士
、公
認
会
計
士
、弁
護

士
、弁
理
士
、不
動
産
鑑
定
士
、中
小
企
業

診
断
士
）が
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

11
月
３
日（
火・祝
）

 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

※ 

相
談
は
１
組
当
た
り
30
分
程
度
で
す
。

 

ジ
ッ
ト
プ
ラ
ザ

（
甲
府
市
高
畑
２
‐
19
‐
２
）

 

10
月
29
日（
木
）午
後
５
時
ま
で
に
電
話

ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 （
一
社
）山
梨
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
５
５
‐
２
２
１
‐
２
３
８
０

（
平
日 

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

申込はこちら

申込はこちら

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

25 24令 和 8 年 1 0 月広 報 こうしゅう



甲州市のこれからを一緒に考えませんか？

甲州市児童センター 親子館イベント情報

各館イベント情報

5日（月）～30日（金） ハロウィン工作 東雲ふれあい親子館　☎44-3723

19日（月）～23日（金） ピタッとドクターイエロー 塩山北児童センター　☎33-7800

26日（月）～30日（金） ミニカーリング 塩山南児童センター　☎33-7900

甲州市児童センター、親子館では、毎月親子活動をしています。
たくさんの親子の参加をお待ちしています♪

申込みはこちら

イ
ベ
ン
ト

申
込
不
要
・
無 
料

青
少
年
健
全
育
成
推
進
甲
州
市
民
集

会
を
開
催
し
ま
す

 

11
月
は
、『
秋
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
』

で
す
。
市
で
は
７
月
に
行
わ
れ
た「
さ
わ

や
か
講
演
会
」、地
区
育
成
会
に
よ
る「
愛

の
パ
ト
ロ
ー
ル
」な
ど
を
通
し
て
、こ
ど

も・若
者
育
成
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
青
少
年
育
成
に
対

す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、家
庭・職
場・

学
校・地
域
が
連
携
し
て
青
少
年
育
成
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、青
少
年
健

全
育
成
推
進
甲
州
市
民
集
会
を
開
催
し

ま
す
。

● 

内
容

① 

「
家
庭
の
日
」「
青
少
年
を
育
む
日
」啓
発

の
ポ
ス
タ
ー・
作
文・
標
語
の
優
秀
作
品

の
表
彰

② 

市
長
賞
受
賞
者
に
よ
る
作
品
発
表
お
よ

び
作
品
制
作
に
か
け
た
想
い
の
発
表

 

11
月
10
日（
火
）

 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

（
午
後
６
時
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

● 

定
員
　
１
５
０
名

 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

● 

主
催
　

　 

青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議

● 

後
援

 

　
甲
州
市
教
育
委
員
会

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

要
申
込
・
無 

料

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

誰
か
の『
助
け
て
』に
応
え
る
た
め
に

 

10
月
30
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

 

山
梨
県
立
文
学
館

● 

定
員
　
３
０
０
名（
先
着
順
）

 

支
援
者
、関
心
の
あ
る
方
等

● 

講
師
　
下
園 

壮
太 

氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ン
タ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
協

会
理
事
長
）

 

10
月
26
日（
月
）ま
で
に
、や
ま
な
し
く
ら

し
ネ
ッ
ト
、
電
話
ま
た
は
F
A
X（
土・

日・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

主
催

 

　
県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

自
殺
対
策・ひ
き
こ
も
り
支
援
分
科
会

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

申
込
不
要
・
無 

料

ケ
ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
お
仕
事
説
明
会

 

ケ
ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
は
、直
接
利
用
者

に
ふ
れ
る
専
門
性
の
高
い
介
護
業
務（
身

体
介
護
）以
外
の「
周
辺
業
務
」（
食
事
の

配
膳
、清
掃
、洗
濯
等
）を
行
っ
て
い
た
だ

く
方
で
す
。

本
年
度
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
緑
風

苑
」を
ケ
ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
普
及
に
向
け

た
モ
デ
ル
事
業
所
の
１
つ
と
し
て
選
定

（
山
梨
県
委
託
事
業
）し
て
お
り
、地
域
で

要
申
込

第
41
回
上
条
集
落
見
学
会
と

ダ
イ
コ
ン
収
穫
体
験
会

 

上
条
集
落
見
学
会
と
、「
上
条
を
活
性
化

す
る
会
」に
よ
る
ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
体
験

会
、上
条
産
の
新
鮮
野
菜
の
販
売
を
行
い

ま
す
。
体
験
会
は
収
穫
し
た
ダ
イ
コ
ン

の
お
土
産
付
き
で
す
。

 

11
月
３
日（
火・祝
） 

※
雨
天
決
行

 

見
学
会 

午
前
８
時
30
分
～
10
時
頃

 

体
験・販
売
会 

午
前
９
時
～
11
時

※ 

収
穫
体
験
を
す
る
方
は
事
前
に
参
加
時

間
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

※ 
当
日
の
天
候
に
よ
り
、収
穫
体
験
は
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
見
学
会
、

野
菜
販
売
会
は
行
い
ま
す
。

 

福
蔵
院
駐
車
場

収
穫
体
験
１
，０
０
０
円
／
組

※ 

見
学
会
お
よ
び
収
穫
体
験
い
ず
れ
も
別

に
保
険
料
１
名
１
０
０
円
。

● 

収
穫
体
験
会
定
員
　
50
組（
先
着
順
）

 

10
月
28
日（
水
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
、氏
名・住
所・電
話
番
号
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※ 

歩
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

32
‐
５
１
７
２

お
仕
事
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

11
月
７
日（
土
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

 

地
域
で
働
き
た
い
方
、短
時
間
か
ら
働
き

た
い
方
、
介
護
施
設
で
働
い
て
み
た
い

方
、シ
ニ
ア
の
方
、主
婦（
夫
）の
方
、介
護

未
経
験・無
資
格
の
方
等

● 

内
容

お
仕
事
内
容
の
紹
介
、モ
デ
ル
事
業
所
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
お
仕
事
マ
ッ
チ
ン

グ
、な
ん
で
も
相
談
会

 

社
会
福
祉
法
人 

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議

会（
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
８
０

申
込
不
要
・
無 

料

令
和
８
年
度
甲
府
矯
正
展

 

全
国
の
刑
務
所
で
、受
刑
者
が
製
作
し
た

刑
務
作
業
製
品
の
販
売
お
よ
び
塀
の
中

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
矯
正
広
報
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
刑
務
所
内

の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ご
来
場
く

だ
さ
い
。

 

11
月
23
日（
月・祝
）

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

● 

催
し
物

施
設
見
学
、矯
正
広
報
パ
ネ
ル
展
示
、刑

務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
、刑
務
所
作
業

体
験
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
展
等

 

甲
府
刑
務
所

☎
０
５
５
‐
２
４
１
‐
８
３
１
１

令
和
８
年
度 

峡
地
連

『
人
権
の
た
め
の
講
演
会
』

 

11
月
12
日（
木
）

 

午
後
３
時
～
５
時

 

山
梨
市
民
会
館

 

幼
稚
園・保
育
所（
園
）・

　 

学
童
保
育
等
の
職
員
、保
護
者
、小・中・

県
立
学
校
等
の
教
職
員
、保
護
者
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
子
育
て
支
援
関
係
者
、教
育
委

員
会
関
係
者・

　 

社
会
教
育
関
係
者・青
年
会
議
所
等

● 

講
師
　
山
中 

達
也 

氏

（
山
梨
県
立
大
学 

人
間
福
祉
学
部
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
准
教
授
）

● 

演
題

援
助
者
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

～「
子
ど
も
」と「
仲
間
」、「
私
自
身
」を
大

切
に
す
る
た
め
に
～（
仮
題
）

 

10
月
29
日（
木
）ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド

よ
り
峡
東
教
育
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

● 

主
催

 

　
峡
東
地
域
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
、

　 

山
梨
市
教
育
委
員
会
、峡
東
教
育
事
務
所

※ 
詳
細
は
峡
東
教
育
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

峡
東
教
育
事
務
所 

地
域
教
育
担
当

　 

☎
20
‐
２
７
３
１

■場所　市役所本庁舎 1階 市民ギャラリー
■対象　市内に在住または通勤・通学している16歳以上の方
■定員　25名程度を予定 ※応募者多数の場合は抽選
■申込方法 10月26日(月)までに応募フォーム、メール、
 電話または窓口にてお申し込みください。
■その他　
ワークショップの様子（写真等）は、
ホームページ等に掲載する場合があります。

 政策秘書課 政策調整担当
　 ☎32-5064
　 seisaku@city.koshu.lg.jp

〈 テーマ 〉 ・まちのよいところ、足りないところって?
 ・これからどのようなまちになってほしい?

〈開催日時〉 第1回11月17日（火）午後6時30分〜8時30分
 第2回11月20日（金）午後2時〜4時

■実施概要 ※各回同じ内容です。

現在、市では、これからのまちづくりの方向性や取り組みを整理し
た“総合計画”の見直し作業を進めています。
そこで、市に関わるさまざまな方々とこれからの甲州市を一緒に
考えていくため、市民ワークショップを開催します。
あなたの想いが、これからの甲州市をつくります！みなさまのご
応募をお待ちしています。

申込みはこちら

申込みはこちら

峡東教育事務所
ホームページ

利用対象 	 未就学の子どもとその保護者　　 開館時間 	 午前9時30分～午後1時30分

※お誕生日イベントも常時開催しています。（予約不要）
　各館で手形ができます。お子さんの成長記録にいかがですか。プレゼントも用意しています。
　10月お誕生日のお友だち、集まれ!!
※詳細は、各館にお問い合わせください。

第20回 こどもまつり〜手回しオルガン音楽会〜
日　時 	 11月9日（月）
時　間 	 午前9時30分～正午	※要申込（先着15組）	手回しオルガン	午前10時30分～
場　所 	 塩山北児童センター
受付開始日 	 10月5日（月）～　二次元コードよりお申し込みください。
他にも、ボールプールやひもくじなど、いろいろな遊びを用意しているので遊びに来てください! 申込はこちら

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容			 ：日付			 ：時間			 ：場所			 ：対象			 ：料金			 ：持ち物			 ：申込方法			 ：問合せ ：内容			 ：日付			 ：時間			 ：場所			 ：対象			 ：料金			 ：持ち物			 ：申込方法			 ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

27 26令 和 8 年 1 0 月広 報 こうしゅう



社会福祉事業へ
シルクロードバンド　様

温かな善意
ありがとうございます。

第73回 かつぬまぶどうまつりに伴う
市民バスの運休・迂回のお知らせ

講
座
・
教
室

要
申
込
・
無 
料

県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

「
や
さ
し
い
日
本
語
教
室
」

 

外
国
人
に
も
伝
わ
り
や
す
い「
や
さ
し
い

日
本
語
」を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

「
や
さ
し
い
日
本
語
」は
、
相
手
に
合
わ

せ
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
す
。

伝
わ
る
言
葉
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

 

11
月
13
日（
金
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

 

山
梨
市
民
会
館

● 

定
員
　
60
名

 

甲
州
市・山
梨
市・笛
吹
市・

甲
府
市・韮
崎
市・南
ア
ル
プ
ス
市・

甲
斐
市・北
杜
市・中
央
市・

昭
和
町・市
川
三
郷
町・富
士
川
町

に
在
住
の
方

● 

内
容

 

や
さ
し
い
日
本
語
の
基
礎
知
識

 

や
さ
し
い
日
本
語
を
使
う
時
の
心
構
え

※ 

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

11
月
11
日（
水
）ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８

要
申
込
・
無 

料

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

「
ボ
イ
ト
レ
」講
座

 

プ
ロ
の
声
楽
家
に
よ
る
指
導
で
発
声・呼

吸
法
を
学
び
、歌
唱
力
ア
ッ
プ
。
仲
間
と

歌
う
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

 

11
月
13
日（
金
）

 

午
前
10
時
30
分
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住
者
、在
勤
者

※ 

小
学
校
３
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

● 

講
師
　
内
田 

里
美 

氏

（
内
田
声
楽
教
室 

主
宰
）

● 

曲
名
　
中
島 

み
ゆ
き 「
時
代
」

 

飲
み
物
、動
き
や
す
い
服
装

 

10
月
8
日（
木
）か
ら
L
o
G
o
フ
ォ
ー

ム
、電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　 

（
月
曜・
休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込
・
無 

料

わ
く
わ
く
下
水
道
体
験
教
室
の
ご
案
内

 

地
域
の
み
な
さ
ま
の
下
水
道
事
業
に
対

す
る
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、下

水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、「
わ
く
わ
く
下
水
道
体

験
教
室
」を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
楽
し
み
な
が
ら
下
水
道
の

こ
と
が
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

11
月
１
日（
日
）

 

午
前
の
部 

午
前
10
時
～
正
午

　 

午
後
の
部 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７
）

● 
各
回
　
40
名（
先
着
順
）

● 

内
容

下
水
処
理
場
探
検
ツ
ア
ー
、

微
生
物
観
察
、水
の
実
験
、

下
水
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
肥
料
や
来
場

記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
な
ど

※ 

内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

10
月
28
日（
水
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
次
の
内
容
を
記
入
の
上
、お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

① 

代
表
者
の
氏
名

② 

代
表
者
の
電
話
番
号

③ 

参
加
人
数（
小
学
生
以
下
の
内
訳
）

④ 

希
望
の
部（
午
前
ま
た
は
午
後
）

※ 

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
と
な
り
ま

す
。

 

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
２
７
３
８

kyoutou@yam
anashi

-sw
c.or.jp

申
込
不
要
・
無 

料

山
梨
学
講
座

シ
リ
ー
ズ
や
ま
な
し
さ
ん
ぽ「
米
ど
こ
ろ

北
杜
ー
山
麓
を
拓
い
た
人
々
の
歴
史
ー
」

 

県
内
有
数
の
米
の
生
産
量
を
誇
る
北
杜

市
。
長
い
日
照
時
間
、き
れ
い
な
水
が
豊

富
と
い
う
条
件
の
も
と
、武
川
米
や
梨
北

米
と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
米
を
つ
く
り
出

し
ま
し
た
。
し
か
し
、山
麓
の
傾
斜
地
は

決
し
て
米
作
り
に
適
し
た
土
地
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
人
た
ち
は
い
か

に
し
て
、米
ど
こ
ろ
北
杜
を
築
き
上
げ
て

き
た
の
か
。
そ
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

 

10
月
15
日（
木
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

● 

講
師
　
渡
邊 

泰
彦 

氏

　 

（
北
杜
市
教
育
委
員
会
学
術
課
資
料
館
担

当
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

第
２
研
修
室

● 

定
員
　
30
名

 

筆
記
用
具

※ 

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す

る
講
座
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
中
継
し
、視

聴
す
る
講
座
で
す
。

● 

そ
の
他
開
催
時
間
の
５
分
前
よ
り
当
会

場
に
お
け
る
質
問
の
方
法
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込
・
無 

料

第
11
回
甲
州
市
お
も
て
な
し
講
座
を

開
催
し
ま
す

 

市
で
は
、山
梨
英
和
大
学
と
の
包
括
連
携

協
定
に
基
づ
い
た
事
業
の
一
環
と
し
て
、

甲
州
市
お
も
て
な
し
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

● 

テ
ー
マ

『
甲
州
市
の
風
土
が
育
ん
だ
食
文
化
と
文

化
財
』

◎ 

第
１
回

甲
州
市
の
こ
ろ
柿
─
歴
史
と
文
化
が
刻

ま
れ
た
甘
美
な
干
し
柿
─

 

武
田
信
玄
公
の
陣
中
食
と
も
伝
わ
る
こ

ろ
柿
。
松
里
地
区
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
こ
ろ
柿
の
歴
史
や
文
化
を
座
学
と
現

地
見
学
で
学
び
ま
す
。

 

11
月
12
日（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

 

重
要
文
化
財
旧
高
野
家
住
宅（
甘
草
屋
敷
）

● 

定
員
　
20
名

● 

講
師
　
飯
島 

泉 

氏

（
元
甲
州
市
生
涯
学
習
課
長
）

◎ 

第
２
回

甲
州
市
に
お
け
る
ワ
イ
ン
文
化
を
伝
え

る
文
化
財

 

甲
州
市
に
お
け
る
ぶ
ど
う
栽
培
と
ワ
イ

ン
醸
造
の
歴
史
を
知
り
、そ
の
発
展
を
支

え
て
き
た
文
化
財
や
歴
史
的
資
源
を
学

び
ま
す
。

 

11
月
26
日（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

 

山
梨
英
和
大
学
内
教
室

● 

定
員
　
30
名

● 

講
師
　
髙
野 

愛 

氏

（
山
梨
県
文
化
振
興・文
化
財
課
）

 

10
月
30
日（
金
）ま
で
に
山
梨
英
和
大
学

メ
イ
プ
ル
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
６
０
３
４

０
５
５
‐
２
２
３
‐
６
０
２
５

extension@yamanashi

-eiwa.ac.jp
 

観
光
商
工
課 

企
画・交
流
担
当

☎
32
‐
５
０
９
１

申込はこちら申込はこちら

ヴァンフォーレコラボ事業 
令和8年度 わくわく運動健康教室

　本年度も甲州市スポーツ協会はヴァンフォーレスポーツクラブ
とコラボ事業「わくわく運動健康教室」を行います。
　タニラダーインストラクターやヴァンフォーレアカデミーコー
チによるヘルスアッププログラムを開催。
　音楽に合わせて楽しく【筋力（姿勢）×認知機能（視覚・聴覚・触
覚）】を重点的に専門家がトレーニング・サポートします。
日　　時 	 10月16日、23日、30日、11月6日、13日、20日、27日
	 12月4日、11日、18日
	 全10回、いずれも金曜日、午前10時～11時30分
	 網掛けは姿勢解析アプリによる自身の体のバランス測定

日（ご自身の姿勢が可視化できます。）
会　場 	 塩山ふれあい館　※10月23日のみ塩山体育館で実施
対象年齢 	 55歳～（トレーニング内容として年齢を設けていますが

興味のある方は誰でも申し込み可能）
参加料 	 1回500円(保険料、測定代)	
	 ※当日徴収します。返金はできません。
内　容 　ヴァンフォーレアカデミーコーチによ

る姿勢矯正トレーニング・ボール運動
定　員 　40名（先着順）
持ち物 	 飲み物、タオル、体育館履き
特　典 	 VF甲府のノベルティあり
その他 	 健康増進課で実施している「健幸ポイ

ントこうしゅう」対象事業です。
申　込 	 電話またはメールで随時お申し込みください。
	 （月曜日、祝日の翌日は除く）※詳細はお問い合わせください。

 生涯学習課 スポーツ振興担当
　☎32-5098　 s-gakushu@city.koshu.lg.jp
健幸ポイントこうしゅうに関するお問い合わせ先

 健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎32-5014 都市整備課 都市計画担当　☎32-5072

　10月3日（土）に開催される、かつぬまぶどうまつり会場周
辺の交通規制が実施されます。
　これに伴い、午後1時30分～3時まで甲州市市民バスの下
記路線について、一部バス停の運休・迂回運行を実施します。
ご不便をおかけして申し訳ありませんが、ご理解のほどよろ
しくお願いします。

運休停留所
運休時間

天目（栖雲寺） 13：50発

上町交差点西 14：13

旧田中銀行前 14：14

迂回・運休するバス路線
甲州市縦断線

運休停留所
運休時間

勝沼健康福祉センター 14：00発

旧田中銀行前 14：43

中央公園入口 14：45

勝沼支所 14：46

勝沼地域循環バス ワインコース２（第4便）

※詳細はお問い合わせください。
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　ぶどうの香りと甘いスイーツに囲まれて、いつも
より少し特別なひとときを。
　スイーツ作りや生搾りジュースを楽しみながら会
話を弾ませ、気取らない雰囲気の中で素敵なご縁を
見つけませんか。

峡東３市主催婚活イベント
『スイーツクッキングde婚活』『スイーツクッキングde婚活』

参加者募集！参加者募集！

日　時 	 10月25日（日）	正午～午後4時30分
場　所 	 Museum	café	Sweets	lab
	 葡萄屋Kofu（笛吹市御坂町成田1501-1）
対　象 	 独身男女各15名程度
	 （応募多数の場合抽選となります）
参加費 	 峡東3市在住男性4,500円
	 女性2,000円
	 峡東3市在住以外の男性6,500円
	 女性2,500円
申　込 	 10月13日（火）までに二次元コードから
	 お申し込みください。
主　催 	 笛吹市・山梨市・甲州市
協　力 	 JAふえふき

甘草屋敷子ども図書館

企画展『にしむらかえ原画展』
日　時   11月9日（月）まで

米国、日本で出版された絵本『まんまるね
こダイナ』の原画を展示します。

甘草屋敷子ども図書館　

秋のパークライブラリー　 要申込

日　時  10月25日（日）午前10時〜、午後1時30分〜
 会　場  甘草屋敷子ども図書館
申　込  塩山図書館まで

塩山図書館

山梨むかしがたりの会講演
聴いておくんなって 霜月むかし語りの会

語　り  藤巻愛子氏・きしゃごグループ
日　時  11月15日（日）
開　場  午後1時30分（開演 午後2時）
 会　場  甲州市民文化会館 2階 大会議室
申　込  10月15日（木）午前10時〜塩山図書館まで

日　時  10月17日（土）

 午前9時15分集合
 会　場  勝沼図書館、木工芸館
対　象  小学生〜一般（定員 12名）
参加費  500円

勝沼図書館

魅せるジブン図書館！
My libraryをつくろう！Part2

日　時  11月15日（日） 午後2時〜
上映作品  『プロヴァンスの休日』

問い合わせは勝沼図書館まで

勝沼図書館

シネマ the 勝沼

日　時  11月8日(日)午前10時〜
ワインツーリズムに合わせて勝沼図書館前に休憩
＆喫茶スペースを設置します。ぶどうとワインの
資料展を見て、アンケートを書いてくれた方へコー
ヒーチケットを渡します。

勝沼図書館

『Break at the Library』

日　時  11月8日（日）・12月5日（土）・

 令和9年2月6日（土）

 午後1時30分〜4時30分（全日程）
対　象  小学生（3回連続参加できる方のみ）
定員  5名（お申込みは10月3日（土）午前10時〜塩山・

 勝沼図書館まで）
司書のお仕事を体験できる講座です。

『Junior Librarian』講座（全3回）

勝沼図書館

カムカムフェスタ2026&ブックリサイクル
日　時  10月31日（土）午前10時30分〜終日
 会　場  勝沼図書館

1年に1度の図書館まつり。いろいろな催しが予定
されています。お楽しみに！

内　容  事前申し込みが必要なものもあります。
AM ●図書館ボランティア｢ティンカーベルのおはなし会｣

フェスタだけのスペシャルなお話会！
●クラリネットの演奏会 素敵な音色が響きます。

PM ●工作ワークショップ
幼児の部 「くねくねスネーク」（定員15名）

小学生の部 「たこ焼きビンゴ」（定員15名）
※9月26日(土)より申し込みスタート

●「カムカムホットドック」開店！
●本を借りた人は三角くじに参加 何が当たるかな？
●総選挙&ぬり絵コーナー
※詳細はポスター、チラシをご確認ください。

日　時  10月31日（土）、11月1日（日）

 午前10時〜午後4時30分
 会　場  勝沼図書館 前テント

勝沼図書館

ブックリサイクル

期　間  10月1日（木）〜11月26日（木）※延長あり　　  会　場   勝沼図書館 メインフロア
今年は、ぶどう産地の発展を支えた鉄道との関わりをテーマに、鉄道開通に尽力した実業家・雨宮敬次郎（生誕
180周年）の人物像もご紹介します。勝沼ぶどう郷駅を起点とした小さい旅もご提案します。

勝沼図書館 第29回ぶどうとワインの資料展

『物語は続くどこまでも 勝沼を未来につないだ中央線 歩いて・見つけて 思い出つくろ』

　日頃お使いのLINEアプリで、市からの情報が届く「甲州市公式LINE」。誰もが受け取れるよう、市は身

近な情報提供を目指しています。まだ登録されていない方は、ぜひこの機会にご利用ください。

緊急・災害情報  地震や台風等における緊急情報や災害発生時の避難所開設情報などの大切な情報

 をお届けします。

イベント・暮らしの情報  市内のイベント情報に加え、子育て・健康・生活に役立つ情報も幅広く発信します。

広報・行政情報  市ホームページや市広報誌もLINEから手軽にご覧いただけます。

損傷報告機能  市内の道路の損傷や漏水など、写真を添付して通報することができます。

甲州市公式LINEアカウントを登録しませんか？

登録
方法

以下の手順で、簡単に登録できます。
1  LINEアプリを起動し、画面下の「トーク」をタップしてください。
2  画面右上の「+」をタップし、「友だち追加」（人型＋）をタップしてください。
ここから、どちらかの方法を選んでください。

方法 A  二次元コードで登録
● 「二次元コード」をタップし、カメラを起動してください。
● 広報誌の二次元コードにカメラを向けてください。
● 「甲州市」と表示されたら「追加」をタップすれば登録完了です。

方法 B  検索して登録
● 「検索」（虫眼鏡）をタップしてください。
● 検索窓に「@koshucity」と入力してください。
● キーボードの「検索」を押してください。

 総務課 デジタル推進担当　☎0553-32-2111（内線 2391）

 山梨恋活コミュニティ　☎090-4597-9915（入倉）
wincere2013@gmail.com

※この操作はあらかじめLINEアプリをダウンロードしてから行ってください。 登録はこちら

※こちらの二次元コードを読
み込むと甲州市公式LINE
アカウントが開きます。

Y A M A N A S H I  P O L I C E

INFORMATION ☎0553-22-0110日下部警察署

〈 iPhoneの場合 〉
● 2つのアプリをインストールしてください。
● 国際電話はブロックしません。

iPhoneの設定＞アプリ＞電話＞
不明な発信者をスクリーニング

「通話の理由を尋ねる」または「消音」を選択してください。

〈 Androidの場合 〉
● アプリのどちらかをインストールしてください。

（Androidの場合、どちらかをインストールすれば国際電
話もブロックできます。）

特殊詐欺対策アプリを
インストールしましょう!!

　県警では、電話詐欺対策として、「犯人からの電話を取
らない対策を強力に推進しています。詐欺電話の多く
は国際電話番号やＩＰ電話を利用して発信してきます。
　また、固定電話に限らず、携帯電話への着信も多く
なっています。
　そこで、犯人からの電話をブロックするために有効な
のが、警察庁推奨の特殊詐欺対策アプリです。
　下記、二次元コードからぜひ、この機会にインストー
ルをお願いします。

警察庁推奨アプリ
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勝沼ぶどうの丘　☎0553-44-2111

〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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人口と世帯

昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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観光商工課 ワイン・商工振興担当　☎0553-32-5091

甲州市物価高騰対策地域商品券の
ご利用はお済みですか

地域商品券の利用期限は、10月31日（土）までです。
利用期限を過ぎた地域商品券はご利用いただけません。
期限までにご利用ください。

まだ地域商品券を受け取っていない方へ
簡易書留郵便で受け取りができなかった地域商品券は、観光商工
課の窓口でお渡しとなります。身分証明書をお持ちいただき、窓
口までお越しください。（平日午前8時30分～午後5時15分）
※世帯員以外の地域商品券を受け取る場合は、委任状が必要です。

　平素より甲州市勝沼ぶどうの丘をご愛顧いただき、誠にあり
がとうございます。
　この度、当館の温泉施設「天空の湯」は老朽化対策および魅力
向上にむけた改修工事を実施します。それに伴い、下記期間中
は休館とさせていただきます。
休館期間	 10月13日（火）~令和9年3月末
休館施設	 ぶどうの丘日帰り温泉「天空の湯」
	 および食事処「温泉ラウンジ」
工事概要	 浴室等改修、サウナ改修、足湯新設
　なお、売店およびレストラン等は通常どおり営業します。ご
不便をおかけしますが、ご理解をお願いします。
　令和９年春には、新たな魅力あふれる温泉施設として皆さまを
お迎えする予定です。今後とも変わらぬご愛顧をお願いします。

勝沼ぶどうの丘日帰り温泉「天空の湯」
改修工事に伴う休館のお知らせ

　11月3日は山梨ヌーボーの解禁日です。
　新酒ワインの有料試飲と即売を行う「かつぬま新酒まつり」
を開催します。
　フード屋台の出店などもあります。日本ワインを代表する
銘醸地で、新酒ワインをお楽しみください。
開催日時	 11月3日（火･祝）午前10時～午後4時
開催場所	 勝沼ぶどうの丘噴水広場
料　   金	 3,000円（勝沼グラス+持帰り用バック+試飲チケット10枚）

かつぬま新酒まつり
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勝沼ぶどうの丘からのお知らせ
世界農業遺産 写真展

甲州市出身 農業カメラマン 網野文絵
10月1日（木）~令和9年2月28日（日）

甲州市民文化会館 1階 歴史民俗資料室 （塩山上塩後240）
午前9時~午後5時　休館日 月曜/祝日

入場無料　無料駐車場 約240台

生涯学習課 公民館担当　☎0553-32-1411

農業カメラマン 網野文絵氏による実践型ワークショップ
SNS映えも目指せる!!スマホでかんたん撮影講座
風景・食べ物・子どもなどを撮影するコツを学び、撮影を行います！
絵本販売・サイン会あり

日　時  令和9年1月24日（日）午後1時30分〜3時30分
会 場  甲州市民文化会館 3階 第2研修室

参加料  無料 お子様連れ大歓迎！
お申込み・お問い合わせ

生涯学習課 公民館担当　☎0553-32-1411
市民先行申込 12月15日（火）〜20日（日）午前9時~午後5時
一般申込 12月22日（火）以降 午前9時〜午後5時 
※月曜日、祝日は休館日

先着30名様 定員になり次第受付を終了させていただきます。

農業カメラマン 網野文絵
甲州市塩山出身
小さな頃から野菜が苦手だったことから現在は農業を
アートな視点で撮ることを軸に野菜の新しい見方を発信。
撮影・講演・執筆・写真展など幅広く活躍。
⃝ 出版

『やさいのはな なんのはな？』(岩崎書店)
令和5年度こども家庭庁こども家庭審議会特別推薦児童
福祉文化財 他
⃝ NHKカルチャー 写真講師

網野文絵
ウェブサイト


